
象注の臨 ８月 号

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会

も く じ

イエス ・キ リス ト， しか も十字架 につ け られ た

キ リス ト以外 の ことは，何 も知 るまい

大嵐の中の平安

ハ １］ル ド 。 Ｂ ・ り 一 … ３３７

かけ事の害悪

従１頂な家族

ジ ョイ ス ・Ａ ・オ ー ガ ン … ３４０

ダ ー リ ン ・Ｈ ・オ ー ク ス … ３４４

大いなる背教

おもちゃばこ

ヘ ン リ ー ・ Ｂ ・ ア ・イ リ ン グ … ３４９

ハ イ ド ・Ｍ ・メ リル … ３５４

ちいさなお友だちへ （私たちのめうし）

３５７

ヨ ナ

よい知 らせ

律法を超えた自由
古

デ ピ ッ ド ・Ｂ ・ハ ・イ ト… ３５８

メ ア リー ・Ｌ ・ラ ス ク … ３６０

テ ル マ ・ア ン ダ ー ソ ン … ３６２

ホ

救いの福音を教えなさい

改 者

ハ ㌍ トマ ン ・レ ク タ ー ・ジ ュ ニ ア … ３６５

ス タ ー リ ン グ ・Ｗ ・シ ル … ３６８

祭壇，天幕，井戸

主 と誓約を交わす

悩める人のたさ６に

ハ ロ ル ド ・ Ｂ ・ リ ー … ３６９

Ａ ・セ オ ドア ・タ トル … ３７４

エ ル レ イ ・Ｌ ・ク リス チ ャ ン セ ン … ３７７

ロ ー カ ル ・ニ ュ ー ス

ロ バ ー ト 。 Ｊ ・ マ シ ュ ー … ３８０

３８２

、 、

大 管 長 会

ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リ ー

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ㌘

マ リ オ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー

十 二 使 徒 評 議 員 会

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

マ ー ク ・Ｅ ・ ピ ー タ ー セ ン

デ ル バ ー ト・Ｌ ・ス テ イ プ レ ー

リ グ ラ ン ド ・ リ チ ャ ー ズ

ヒ ュ ー ・Ｂ ・ブ ラ ウ ン

ハ ワ ー ド ・Ｗ ・ハ ン タ ー

ゴ ー ド ン ・Ｂ ・ ヒ ン ク レ ー

トー マ ス ・Ｓ ・モ ン ソ ン

ボ イ ド ・Ｋ ・パ ッ カ ー

マ ー ビ ン ・ Ｊ ・ア シ ュ ト ン

ブ ル ー ス ・Ｒ ・マ ッ コ ン キ ー

諮 問委 員会

Ｊ ・トーマス ・フ ァイア ンズ （内務伝達部長）， ジ ョン ・

Ｅ ・カー （配送 ・翻訳部長）， ドイル ・Ｌ ・グ リー ン （教

会誌編集主幹）， ダニエル ・Ｈ ・ラ ドロウ （教育 資料担 当

主幹）

統一誌編集主幹

日本語 コーデ ィネ ーター

ローカル編集

今月 の レタ リング

ラ リ ー ・ ピ ラ ー

八木沼修一

高木まりゑ

滝下はるか

聖 徒 の 道 ８ 月 号

発 行 所 末 日聖徒 イ エス ・キ リス ト教 会

東 京 都 港 区 南 麻 布 ５－ ８－ １０

配 送 東 京 デ ィス ト リビ ュー シ ョ ン ・セ ンター

東 京 都 港 区 南麻 布 ５－ １０－ ２５

定 価 年 間 予 約 １，３００円 １部 １３０円

．ミ．

」

ト
．ラ

こ、



イエ ス ・キ リス ト

しか も十字 架 につ け られ た

キ リス ト以外 の こ とは

イ可も知 る まい

大 管 長 ハ ロル ド ・Ｂ ・ リー

評

ダ

使徒 パ ウロは，彼 の務めの 目的について，意味深 い言明 を

し，その教 えの要 旨を概略 して述 べてい る，教会 と神 の王 国

の献 身的な僕 であ ったパ ウロは， コリン ト人 に向けて次 のよ

うに書 き送 った。

「兄弟 たちよ
。 わた しもまた， あなたが たの所 に行 った と

き，神 のあか しを宣べ伝 えるのに，す ぐれた言葉や知恵 を用

いなか った。

なぜ な ら，わた しはイエ ス ・キ リス ト， しか も十字 架につ

け られた キ リス ト以外の ことは， あなたがたの間では何 も知

るまい と，決 心 したか らで ある。」 （１コ リン ト２ ：１， ２）

この短 いメ ッセ ージを通 じて，私 は， 「イエス ・キ リス ト

しか も十字架 につけ られたキ リス ト以外 の ことは知 るまい」

と決 心 したパ ウロの宣言 か ら，彼 が一体何 を考 えていたのか

とい う点 に， あなた方 の思 いを向けていただきたい と願 って

いる。

啓示 を受 け る偉大 な資質 と，主か らの啓示 の賜物 に恵まれ

た古代 の予言者 たちは，将来起 こるべ き事柄を，ま るで歴史

書 で も書 くか のよ うに予言 した。 モル モン経を読む と神の予

言者 に与 え られ る この天来 の賜物 について， ニーファイの民

に向 けた最後 の説教で モロナイが次のよ うに書 き留めてい る

ことが わか る。 この説教で モロナイ は，数 世紀 後に起 こるこ

とを書 いてい る。

「見 よ，私はあなたたちが今目の前にあるかのように話 し

ているが，本当はあなたたちはまだ生れないのである。 しか

し，イエス ・キリス トが前以てあなたたちを私に見せた もう

たのであなたたちの行いが今私に解るのである。」（モルモン

８：３５）

時の始まり以来，正 しく指名された神の予言者たちは，モ

ロナイと同様，目の前で起 こっているかのように，まだ起 こ

っていない事柄について啓示を受けてきている。これは，イ

エス ・キリス トがその一連の出来事の確かであることを知 ら

せるために聖なる入々に示して下 さっているからである。予

言者 アモスの言 うよう｝こ， 「まこ～に主なる神はそのしもべ

である預言者にその隠れた事を示 さないでは，何事をもなさ

れない」のである。 （アモス ３：７）

世の歴史のうちで，キリズ ト・イエスの降臨ほど，東西両

半球の予言者たちに明快に啓示された出来事はなかった。「こ

の世界の神」としてのイエスの本質，そして永遠の父なる神

との関係などは，十字架上ではりつけになり，そ して復活さ

れた主が， このアメ リカ大陸のバウンテフルの地の民に御姿

を現わされたときに，明確に説明された。

これは次のように記録 されている。

「その時主は群衆に向って言いたもうた。

ｒ汝 らわが肋にその手をさし入れ，わが手足にある釘あと
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に触れ て， われが イス ラエル の神 に して全世界 の神 なること

またわれが世 の人 の罪 を負 うで一度殺 され たるを知 るために

起 ちてわれに近 づけ』。」 （皿ニー フ ァイ１１：１３，１４）

このよ うな神聖 な宣言 を通 じて，主 は世 の人 々に確固 たる

知識 を与えてお られ る。 その知識 とは，主 が この世 に降 臨 さ

れ る以前か ら神で あった こと，だが御父 とは異な り，前世 で

は骨肉の体を持たず，、死すべ き生 涯を始め るときに骨肉の体

が与 え られた こと，そ して，その後復活体を受けた ことな ど

の知識で ある。

卓越 した識者 に数 え られ るジェームス ・Ｅ ・タル メージ長

老 が， その著 「基督 ・イエス」の中で説明 してい るように，

「 「永遠 の父 なる神』 は これまで にご く稀 に しか地上 の予言

者や啓示 を受 け る者 たちに御姿 を現わ された こと は な か っ

た。 しか もその ときは， もっぱ らイエス ・キ リス トが真実神

の御子で あることを証 す るときであ った 。」 （第 １巻 Ｐ．３２）

例 えば，イエスのバプ テスマの ときがそ うであ った。 この

とき御父 は，バプ テス マの ヨハ ネにバプ テス マを施 された御

子 を，次 のように紹介 された』 「これ はわた しの愛す る子 ，

わた しの心 にかな う者で ある。」 （マタイ ３ ：１７）

アダム， ヤ コブ， アブ ラハム， モーセそ してそ の他多 くの

予言者 に与 え られた主 の予言 の御言葉を再三再四読み さえす

れば，人 はだれで も， あ らゆる神権時代 に，主 の降臨 の備 え

として，主 が世 の人 々に確 固た る知識 を送 り続 けている こと

がわか るであ ろう。 この知識 を通 し，主 とはだれ なのかを知

り，救 いの計画 によ り一，全人類 を瞭 うために降臨 され た使命

を知 ることがで きるのであ る。 この救 いの計画 のおかげで，

すべての人類 は，福音 のお きて と儀 式 とを守 ることによ り救

われ るめで ある。

イザ ヤに与 えた直接 の啓示 により，主 は御 自分が若 い乙女

を母 と して生 まれ る ことを予告 され た。 この予言者 は， 「聖

者」 が 「侮 られて人 に捨 て られ，悲 しみ の人で悲 しみ を知 っ

ていた」 ことが示 され， また この 「聖者」が全人類 のとが の

ために傷 つけ られ；砕 かれ ること， さ らにほふ り場 にひか れ

て行 く小羊めよ うに 自ら進 んで犠牲 にな りた もうことが示 さ

３３８

れた。 イザヤはまた主 が罪人 と共 に死ん だ後，富 める者 の墓

に葬 られる ことを予言 した。 （・ｆザ ヤ５３を参照）

誕生以来， また１２歳 の とき以来，少年 イエスが全能者 の加

護 の もとに生活 していた ことは疑 いの余地が ない。 これ は過

越 の祭の ときの出来事 か ら明 らかである。 この とき， ヨセフ

とマ リヤはエルサ レムの神殿 で教師 たち と言葉 を交 わ して い

る少年イエスを見つけた。母 マ リヤは， や さし くイエスを叱

って「どうして こんな事を して くれ たのです。 ご らんな さい，

お とう様 もわた しも心配 して， あなたを捜 していたのです」

と言 った。 この とき， イエスが答 えた意味の ある言葉 を忘 れ

て はなるまい。 「……わ た しが 自分の父の家 にい るはずの こ

とを，ご存 じなか ったのですか。」 この言葉 はイエスが天父 と

並 み並 みな らぬ関係 にある ことに注意 を向 けさせ るものであ

った。 この点 で疑 いの余地 は全 くない。思 いや りの ない叱責

ととった り，キ リス トとな る子供 か ら出るはず の言葉で はな

いな どと考 え るべ きではない。母 は この言葉 を理解す る こと

がで きなか ったが，記録 にあ るよ うに， 「これ らの事を みな

心 に留 めていた 。」 （ル カ ２ ：４８－５１）

伝道が年 と共 に進む につれ， 当時の政治的圧 迫か ら解放 し

て くれ る政治的指導者を捜 し求めていたユ ダヤ人には， イエ

スの伝道が そのような性質 の もので はない とい うことが段 々

とわか りかけて きた。 イエスの全使命 は，人生 の霊的な面を

強調 し，永遠 の救 いの計画 を打 ちたて て， この計画 によって

イエスの購 いの犠牲 が効 力を発揮 し，すべ ての人類が福音の

お きて と儀式 とを守 ることによ って救 われ るよ うにす る こと

に あった。 さ らに言 えば， 「世 の初 めか らほふ られ た小羊」

（黙示１３：８欽定訳 および 日本聖書刊行会 「新改訳」，欄外

別訳） と して降臨す ることに あった。主 は私 たちを堕落 か ら

膿 うた めに降臨 され た。 これ は復活の初穂 とな るためで あ り

墓 に眠 って いた ものが皆，墓か ら出て 「善をお こな った人々

は，生命 を受 けるためによみが えり，悪をお こな った人 々は

さば きを受 けるためによみが え」 （ヨハ ネ ５ ：２８，２９） るこ

とがで きるよ うにす るたあで あった。

つま り，主 の降臨 の 目的 は，御 自身が骨 肉の体を持つ神 の

、
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独 り子であることを世に示 し，さらに至高の犠牲によって，

御 自身が誠に世の照い主であることを示すことにあったので

ある。

復活後，西半球の聖徒と共に過ごされた主は，最後の訓戒

の中で，救いを求める者ひとりびとりに対 し，主の伝道の完

全な意義を手短かに述べ られた。このアメ リカ大陸に住んだ

ニーファイの民に対 し，復活 された主は最後の説教で，次の

ように述べられた。

「そもそも，清からざるものは御父の王国に入 ることを得

ず。信仰をし，すべての罪を悔い改め，終りまで誠をつ くし，

以てわが血によりてその衣を洗いし者のほかには御父の安息

に入 り得 る者なし。

さて，世界の隅々に至る者たちよ。汝 らは聖霊を受けて聖

められ，また終 りの日にわが前に罪なしとせ られんために今

悔い改め，われに来てわが名によりてバプテスマを受けよ。

これ汝 らに与うる命令なり。

われまことに，まことに汝 らに告 ぐ，以上はわ が 福 音 な

り。」（亙ニーファ！イ２７：１９－２１）

世に対する末日聖徒の宣言である信仰箇条には，キ リス ト

の伝道と贈いの犠牲とが，この地上 にかつて生 き，現に生 き

また将来生きるすべての人々の救いに， どのように関連 して

いるかということについて，概要が述べられている。 この信

条の宣言か ら引用 してみよう。

「われ らは，キ リス トの膿罪により，すべての人類は，福

音のおきてと儀式 とを守 ることによりて救われ得 ると信ず。」

（信仰箇条第 ３条）

主の御名を冠する回復された教会には， この神権時代に与

えられた霊感あふれる啓示を見出す ことができる。 こうして

天 との回路がはっきりと確立され， この回路を通 して権能の

鍵がもたらされ，その結果主の教えを受け入れ，従う人々の

生活に律法 と儀式が効果的に働 くようになったのである。

「そもそもこの事の全部に関する偉にして大い な る秘 密

と，われらの前にあるこの問題全部の 『至善』とは聖なる神

権の権能を得 るにあり。およそこれ らの鍵を与え られたる人

は，生 くる者たちはもちろん，死にたる者たちも救 う人の子

らの救いに関する事実の知識を得 るにいささかの困難をも感

ぜず。」（教義と聖約１２８：１１）

キリス トの真の弟子が与えるあらゆる教えも要旨は，すべ

ての人々が，神と神のつかわされたイエス ・キリス トを知る

ように教えることであり，またこの御二方を知 ることが永遠

の生命につな炉ることを教えることにある。

あらゆる聖典を通 して，主は私たちが永遠の’目標を常に仰

ぎ見ているよう戒めておられる。 こうして私たちは，主 と神

の御前に帰 るために備えをす るのである。

昨年，当教会の軍務関係委員会の招 きで，合衆国海軍の従

軍牧師局長である海軍少将が私たちを訪れ，重要な会談をす

る機会があった。その少将の訪問の目的は，明 らかに，私た

ちの教会の青年が，従軍牧師 としての推薦を受けるに先立っ

て，その資格を得るに充分な訓練を積んでいるかどうか調査

することにあった。他の教派では，根本的な推薦条件として

神学校でかなり高度な教育を受けていることが必要だったか

らである。

セミナリーやインスティチュー トのい くつかを訪問 し，ま

たブリガム ・ヤング大学とそこで行なわれている予備役将校

訓練部隊の課程を見学 し，献堂前のプロボ神殿や，宣教師プロ

グラムと家庭の夕べプログラムなどを含めて，青少年と若い

成人に関係する教会の様々な部局を見学 したあと，少将は教

会幹部の代表やその他の人々と共に，送別の晩餐会に臨んだ。

このとき，少将は簡潔に自分の経験を述べ，彼の受けた印象

を話 して席についた。そのとき述べた彼の観察は，実に深遠

なものであった。 「あなた方の教会では，あらゆることがキ

リス ト中心におかれています。私は， 自分の教会にも他の教

会にも，あなた方の教会が会員たちに与えているのと同じよ

うなものがあればどんなによいだろうかと感 じています。」

私たちが願い，祈 ることは，この大切な訪問者の言葉が，真

実教会のあらゆる活動と教えにあてはまり，そ して使徒パウ

ロのように，イエス ・キリス ト，しかも十字架につけ られたキ

リス ト以外のことは，何 も知るまいと決心することである。
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るζき，聖餐会につどった人々は突然の停電でまっくらになった礼

拝堂の中に平安と友愛を見出した。
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９７２年 ９月１１日月曜 日の朝，私

１
は隣近所を見わたして，自然が

人や建造物や作物にこれほどの大損害

をよくも与えたものだと驚いていまし

た。

その前 日， メサウエス ト・ステーキ

部アルマワード部の日曜 日はいつもの

ように始まりま した。私の家族 も教会

の他の家族と同様に，ひとつの集会か

ら次の集会へと忙 しく，その日に非常

に劇的な方法で神の御手を心に感 じる

ことになろうとは思いもよりませんで ．

３４０

した。

夫の ドンには，聖餐会のプログラム

を組む責任があり，その日のテーマは

伝道で した。彼は，ベンとエ リーとい

うしあわせそうな若いヒル夫妻に，ワ

ー ド部の会員にとって求道者を捜す宣

教師を助ける励みとなるように，彼 ら

の改宗 とバプテスマが生活にどんな変

化をもたらしたかを話 してほしいと頼

んでありました。

日曜日の朝，エリーか ら末の子供が

とて も具合が悪いので教会に行けない

蟹奪 ㌘二「彰 ！
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とい う電話 が ありま した。で もベ ンは

行 きます ということで した。そ こで ド

ンは， 別の改宗者 のカ ップル， ジャ ッ

クとジ ャン ・ライ ト夫妻 の ことを考 え

ま した。ジ ャックは快 く突然 の第 ２話

者の 責任 を 引き 受 けて くださいま し

た。 ドンは， このふた りの立派な兄弟

で プ ログ ラムは万全だ と， ほっと しま

した。私 たちのだれひ と りと して， も

っと強 く， もっと愛 の深 いふたつの手

が，聖餐会 の間中私 たちを包んでい よ

うとは知 りも しませ んで した。

」



その日の午後，私たちはライ ト兄弟

姉妹の車に同乗 して教会へ向かいまし

た。車が東へ曲がると，美 しいスーパ

ースティジョン山脈が眼前に横たわり

その上には雲が幾重にもきれいに重 な

っているのが見えました。私たちは口

をそろえて言いました。 「今晩はきっ

と嵐ですよ／」私たちはそれから教会

で受ける霊の聖餐のことに思いを馳せ

そのことはそれきり忘れてしまいまし

た。

聖餐の祈 りとパスが終ると， ライ ト

兄弟が最初に話 しました。 とても霊的

な良い話でした。ある教会員が ライ ト

兄弟のことを思って忍耐強 く福音につ

いて話 して聞かせ，とうとう彼を宣教

師のレッスンを受けるまでに導いたと

いう話で した。彼はどんなにこのこと

に感謝 し感激 したことで しょうか。そ

のことは彼の人生 に何 という違いをも

たらしたことで しょう。彼は，私たち

のひとりびとりが友だちに福音を分か

ち与えることはどんなに大切か，そし

てあきらめずにそれを続けることがど

んなに大事であるか，話 しました。

ライ ト兄弟の話のあとは， トムとデ

ピッドというグラフ家の兄弟が子供の

歌をメドレーで歌いました。 とても上

手に歌 った．ので，だれも戸外が暗 くな

っていくことや礼拝堂のまわりを吹き

荒れる風の音に気づきませんで した。

それからヒル兄弟が立って話 しまし

た。彼は福音が生活にどんなに大切か

ということを話 し始めましたが，やが

て風の音で声が消されるほどになり，

窓には稲妻が走 りました。人々は席に

３４２

ついたままでそわそわし始めました。

風の音は刻一刻 と激 しさを増 していき

ました。急にひょうが屋根に打ちつけ

て，音が大 きかったためにベンはしば

らく話を中断 しなければなりませんで

した。

器と嵐は襲って来たときと同 じ

す
ように突然に，静まりました。

ベンは笑って言いま．した。 「今晩 ここ

に来る途中で，私は主の約束について

考えま した。二度と地球に大洪水を起

こさないという約束です。」聞く人 た

ちから和やかな笑い声が起 きて，その

場の緊張はほ ぐれま した。

すると，一瞬のうちにやんだ音がま

た突然聞こえ始え，前より一層ひどく

なりま、じ塵。礼拝堂の明りは消え，全

くの暗脚 こなりました。

皆身近承な隣人であり，福音によっ

て結ばれた肺 購 で痴 噸 導く

の男女子供が，とどろき猛り狂う嵐 の

中で，真暗な礼拝堂に座っていたので

す。屋根を叩 くひ ょうの音で，耳を近

寄せなければ隣の人の話が聞けない状

態で した。

驚いたことには，そめ嵐 にもかかわ

らずその場には平安と満足があり，恐

怖の声はひとこともあがりませんで し

た。ひそひそ話を したり，泣き出 した

りする子供 もいませんで した。全員が

非常に冷静で．した。外で荒れ狂 う嵐へ

の恐れではな く，中に満ちる平安のみ

たまによって静まっていたのです。

この和やかな静けさはだんだん広が

ってい くようで した。そして礼拝堂の

うしろの方で７だれかが．「感謝を神に

ささげん」 を静 かに歌 い始 めま した。 ．

す ると静 かにひ とりまたひ とりと加わ ．

って，いつ しか全員が歌 っていま した。

歌声 をひ とつに盛 り上 げ るこのよ うな

平安 な気持 を，私 たちは 日曜学校で の

歌 の練習 では一度 も経験 した ことが あ

りませ ん。 「黒雲せ ま り来て，平和を

乱す とき」 とい う言葉が胸 に迫 って，

胸 はいっぱいになり，涙が頬をつたい

始 めま した。の どが詰ま りｆ 「明 るき

希望 あ り，救い近 きを知 るり とい う次

の言葉 はほとん ど声 にな りませんで し

た。 １． ；、

だれ も身動 きひ とつ しま せ ん で し

た。心 に宿 り続 ける平安 とこのうるわ

しいお とず れの静 けさを破 る人 はいま・

せ んで した。

に疑 い は な し， 日々 に証 を 持「主

っ。」何かが私の心を動か し ま

した。同じように，教：会ρ初期の時代

に迫害を耐えた聖徒たちもこのように ・

感 じたので しょう か。

この美 しい讃美歌を歌い終えると，．

指揮者は ト惑れず来たれ聖徒」を歌い

始めました。再び私たちは皆ひとつに

な りました・☆ 膨

外はまだ嵐で し＃６ しかし中には愛

と友情のうるわ しい気持がみなぎり，

モルモシが伝統とレて受け：継いでいる

音楽が私たちの心 と声牽じっぱいに満

た していま した。

「無益 な憂 いは払 いて努 あよ， され

ば喜 ばん。」 そ して 「すべ ては善 し」

と歌 った とき，その とき私 は知 りま し

た。 そ うです。 それは開拓者た ちが感

じた気持 で したｇすべ ては善 し，ま さ

、
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にそのときすべては善かったのです。

私は，あの暗い礼拝堂の中の全員の心

にその同じ気持が広が ったのを感 じる

ことができました。皆そのことを知っ

ていました。

停電のためにマイクは使えませんで

したが，それで も，美 しい歌が終わる

とヒル兄弟が再び立ち上がって話を続

けました。嵐の音は段々衰えてきてい

ました。若い改宗者が心を込めて 「み

たま」について証するのを，皆は静か

に聞きました。

それか ら私の夫の ドンが伝道プログ

ラムについて述べ，隣人に対する私た

ちの責任を思い起こさせました。真暗

な礼拝堂での彼の話を聞きなが ら，人

々は彼の真心に打たれているようで し

た。 しか し，私や ヒル兄弟やライ ト兄

弟姉妹ほど，彼の言葉の本当の心を知

った人は少なかったと思います。 ドン

はヒル兄弟姉妹 とライ ト兄弟姉妹の２

家族を宣教師として教えたか らです。

それはだれもが初めて経験 した珍 し

い集会でした。激 しい大嵐のさなかにー

４５分以上にわたって全 くの暗闇になっ

た集会で したが，彼が話 し終えたとき

平安と幸福感が全員か ら湧き上が？て

礼拝堂に満ち満ちま した。

監督が立ち，嵐で大きな被害が出，

道に電線が垂れ，木が倒れているので

閉会後はよ く気をつけて帰宅するよう

にと注意 しました。ぞろぞろと礼拝堂

を出た私たちは，わが目を疑いました

木の枝やシュロの葉があちこちに散 ら

ばり，特に驚いなことには，道路のヘ

リや溝にひょうが積み重 なって車のラ

イ トに照 らされ，キラキラ輝いていた

のです。暑 く乾燥 したアリゾナにひょ

うが降ったのです／

車で家に帰 る途中，通 りには水があ

ふれ，あちこちで電線が車道をふさい

でいました。私たちは何事があったの

かを徐々にはっきり知 り始め，家族全

員がいっしょで， しか も一番の場所で

ある主の家にいられたことを，‘とて も

感謝 しました。

家の近 くに来ると，夢を見ているよ

うな光景で した。多 くの家の屋根がは

がれて，宙を舞い，別の家に落ちてい

ました。窓ガラスはひょうで粉々に割

れていました。私の家の前の道路は，

木材や板切れや戸やひ ょうで埋まって

いました。

しか し奇跡的に，教会に行 っていた

人たちの近 くの家は，とりたてて被害

を受けていない家が １軒 といわずあり

ま した。私の家の被害は，屋根板が少

しと塀が ２箇所破損 しただけで した。

皆はす ぐに作業衣に着換えて，片付

けをする近所の人の手伝い を し ま し

た。末のふたりの娘と私は罹災家族の

子供たちを呼んで食事を して もらいま

した。隣近所の家では雑布 や バ ケ ツ

や，ベツ ドのカバーまで丸めて，水を

吸い取ったり拭き取 ったりぬ ぐったり

しま した。 考

私たちはその晩の異様さを見ていな

がら，翌朝になり日の光の中であたり

の様子を見てやっと被害の大きさを知

りました。礼拝堂で平安な心を感 じた

ことを思い出して，私たちは被害を確

かめに教会へ行 ってみま した。破壊 と

混乱 のただ中にす っ くと落 ち着 いて立

つ，美 しい私 たちの礼拝堂 を見 た とき

の畏怖 の念 は，言葉 では言 い表 わせ ま

せん。 １枚 の屋根板 も乱れ ていませ ん

で した。 １枚 の窓 も破 れていませ んで

した。美 しい尖塔 も，塔 の頂上 でまっ

す ぐ曲が らず にそびえていま した。礼

拝堂 の後方３０メー トル も離れて いない

所 では，野球場 の頑丈 な照 明用 のポー

ルが ２本， ね じ曲がって地面 に倒れて

いた とい うのに。

ポール の曲が り具合か ら，たつ まき

は，家 々か ら屋根 をさ らい， ３６０メー

トル ほどの空地を野球場 まで まっす ぐ

東 に向か って きた ことが はっきりわか

りま した。そ して まるで集会所のまわ

りに見 えない障壁が置かれた ように，

疾風 は建物の上 を乗 り越 え，礼拝堂 の

正面でまた下 に降 りま した。正 面の１５

メー トル も離 れていない所 には， 曲が

った り折 れた りした木 の枝 が山にな っ

ていま した。 たつま きはそれか ら何丁

もの地域 に破壊 の爪 あ とを残 しなが ら

通 りを下 りま した。 １５分 そ こそ この時

間に，たつま きは２０キ ロ四方 に数億 円

もの損害 を与 え， ゴルフボール ほど も

あ ると言 われ たひ ょうを残 して いぎま

した。

しか し， この恐 ろ しい災害の中で，

主 は聖徒た ちを守 られ ま した。私 た ち

がすば らしい平安のみたまを感 じたの

は， それ もそのはずで した。す べては

善 し／

オーガン姉妹は，メサ （アリゾナ）ウェ

ス トステーキ部アルマワー ド部 日曜学校

指揮者として働 く主婦である。

３４３
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「教会は，昔も今も変ることな く，

いヵ｝なる形のかけ事であれ，常に反対

してきている。運任せの勝負ごと，ま

た，お金を持 っている人からそれに伴

う代価の交換なしにお金を巻き上げる

ようなたぐいの職業についても同様で

ある。また，無謀な投機の精神を助長

するような傾向のあるあらゆる慣行に

も反対 しているし，特に教会員とこの

地域社会の人々の全般が，これまで維

持してきた，高い道徳水準を低下させ

たり，弱めたりする傾向のあるものに

は，強 く反対している。」

ヒーパー・Ｊ・グラソト大管長

かけ事９

３１４

∂轡
ブ リガ ム ・ヤ ング大学学長

ダ ー リ ン ・Ｈ ・オ ー ク ス

かけ事が入 々を引 きつけ る第一 の理 由は，時代 を問わず， ド何 もせず に手

に入れ る」 とい う魅 力にあ る。

純然た る形のかけ事は，何 か価値あ るものを，多かれ少 なかれ運任せ の勝

負 にか けるという冒険行為で ある。かけ事に対す る教会の態度は， １９２５年 ９

月２１日， ビーバ ー ・Ｊ ・グ ラン ト大管長 と副管長 によ って出された次 の声 明

に，明確 に示 されてい る。

「教会 は
，昔 も今 も変 ることな く，いかな る形 のかけ事 であれ，常 に反対

して きて いる。運任せ の勝負 ごと， また，お金を持 ってい る人 か らそれに伴

う代価の交換 な しにお金を巻 き上 げ るよ うなた ぐいの職 業について も同様 で

ある。ま た，無謀な投機の精 神を助長 す るよ うな傾 向のあ るあ らゆ る慣行 に

も反対 している し，特 に教会員 と この地域社会の人々全般が， これまで維持

して きた，高 い道徳水準を低 下 させた り，弱めた りす る傾 向のある ものには

強 く反対 して いる。

それゆ え，私た ちは，全教会員に， ここに提 示 された見解 に反 す るいかな

る活動 に も参加す る ことの ないよう強 く勧告す るものであ る。」１

その後，教会 の指導者た ちによって出 された声明は， この強固な立場 を一

層明確 な ものに して いる。

かけ事 は古 くか らあ る悪で あって，昔 も罪悪 と して認め られていた。東 洋

のかけ事 の中 には， その起源を紀元前２１００年頃まで さかのぼ るもの もあ る。

古代 エジプ トでは，か け事 の罪で有罪を宣告 された人々は，採石 場送 りにな

った。 かけ事 は， ヒンズー教典２で も， コーラン３で も， タル ムー ド４で も非

難 されている。 ア リス トテ レス５もか け事 に興ず る人々を非難 した。

か け事 は中 １迂に，特 に貴族 の間 に広 まった。だが， こう した運任せの勝負

事 に興 じていた人 々で さえ も，少 な くと もそ う した勝負事が他人に与 え る悪

影響 を認 めて いる。 イギ リスで もフランスで も法律を制定 して，かけ事 が家

臣 に与 え る有害 な影響を防 こうと した。かけ事が家臣を怠惰 に して しまい，

弓術 の訓練を無視す る原因 にな り， ひいては国家存亡の危機 を招 く可能性 を

は らんで いたか らで あった。

か け事 の最 も一般的 な形 のひとつ は，富 くじで あった。 これは労働者 階級

の人 々の間で行 なわれ，１７・８世紀 には英語を話す諸国 に普 及 した。エ リザ

ベ ス女王 は，！５７６年， イギ リスで初 めて，国営富 くじを行な うと宣言 した。

！６６０年 には， チュニヤやアル ジェで奴隷 にな って いるイギ リス人 や， トル コ

のガ レー船で強制 労働 を させ られてい るイギ リス人 を身請 けす るために，富

くじで身 の代金 をつ くり出す ことさえ行 なわれ た。 また，富 くじは１８００年代

初頭 に合衆 国で広 く行 なわれ たため， ニ ュー ヨーク州内だけで も ２００に及 ぶ

富 くじ営業所が あった。１８３２年 には，富 くじ札の総売上 は １５０億 円に ものぼ

り， この金額 は合衆 国政府 の国家総予算の ５倍 に相当 した。

これ まで たびたび言 われて きた ことは，そ の当時，信頼 で きる銀行 がほ と

んどなか ったために，富 くじだ けが膨大 な事業を経済的に支 え る一般 的な方

法で あった， とい う説で ある。す なわち，巨額の資金を手に入れ るための有

効 な手段 としては， あま り豊かで ない市民か ら，お金を少 しずつ何度 も取 り

たて るとい うことしか手段 がなか ったので ある。

しか しなが ら， こうした利点が あるにせ よ，１８００年代 の前半 には，富 くじ
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に対 し，世論の反感が起 こった。そして１８５０年までには，多 くの州で富 くじ

やその他のかけ事を禁ずる法律が起草された。今 日では数多 くの州で， こう

した同 じような法律が制定 され，合法的なかけ事を防 ぐ防波堤 となっている。

だが，そうした規定は現在でも攻撃の対象 となっているのである。．

富 くじに対する反対は，最初，１７７３年にイギリスで起 こった。 この時，ロ

ン ドン市は英国下院に対 し，富 くじが国の商業力をそこない，国民の福祉 と

繁栄を脅かすという理由で，富 くじを廃止す るよう要請 した。１８０８年，下院

では特別委員会を設立 して，富 くじに伴 う害悪の調査にあたらせた。 この委

員会の報告により，数年後イギ リスでは富 くじが禁止されるに至ったのであ

るが， この報告は非常に当を得ているため， １６０年たった今でも，つい先週

の報告を受けているような感がある。

委員会の報告には，平安に満 ち，人々の尊敬を集めていた人々が，貧困の

どん底にまで転落 した事例が数多 く載 っている。また家庭の不和，暴行，家

族の平和の破壊などを引き起 こした事例，投機におぼれるあまり，父親が家

簾を見捨て，母親が子供を養育せず，あるいは妻が夫の給料を使い果たし，

人々が衣服やベ ッド，はては結婚指輪まで質に入れるという事例などが報告

されている。

また次のようなことも報告されている。 「その他の場合でも，子供が親の

ものを奪ったり，召使いが主人のものを奪ったりすることが起き，また一時

自殺 も急増 した。富 くじの悪影響によって，直接，間接を問わず，およそ想

像できる限 りのあらゆる罪悪が引き起こされている……」６

そして， この委員会の報告は最後に，富 くじ制度の基盤は，その悪の要素

が非常に強力なため，議会がいかに規制策を講 じて くぎをさそうと，歳入を

得るための効果的な方法として富 くじを採用するなら，同時に，富 くじに伴

う害悪をいくら取 り除こうとしても，不可能なことである，と結んでいる。

州の富 くじが，ひどく逼迫 した公共の財政をうるおすための魅惑的な方法

として，売 りに出されているときでも，富 くじというものは，あらゆる歳入

手段のうちで，最 も堕落 した方法であるということを心に留めておいた方が

よいであろう。私たちが知 らずに払っている物品税以上に，富 くじの重荷は

その大部分が，貧困な人々の肩にかかっており， しかもそのような人々が，

この種のかけ事の主たる客となって，この制度をささえているのである。

私たちの教会の指導者が，かけ事を避け，私たちの共同社会で行なわれて

いるこの邪悪な行為 と対抗するよう教えるのには，少な くとも５つの理由が

考えられ る。

まず第一。かけ事は，何もせずに何かを手に入れるという頽廃的な魅力を

ちらつかせ ることにより，国家繁栄の基盤である労働，勤勉，節約，奉仕な

どの諸徳を損なう， ということである。さらにその上，かけ事は怠惰な風潮

を助長 し，その結果，社会に数々の悪影響を残すだけである。

６代 目の大管長であったジョセフ ・Ｆ ・ス ミス大管長は，イエス ・キ リス

トの福音における労働の徳の重要性を，次のように強調 して語 った。

「私たちはまず善良，忠実，また正直で勤勉な人にな らなければ，本当に

良い，信仰澱 ・キリス ト教徒にはなれないと思っている。それで私たちは，

勤勉，倹約，謹厳を説 く福音を宣べ伝えている。怠惰な者は働 く者のパンを

「私たち末 日聖徒が，主のみたまの

ささやきに調和しないような行為をし

ているとき，私たちはいつも莫大な代

価を支払っているのである。私たちが

みたまの力強い影響を受けずに取 り残

されるなら，容易に誘惑を受け，他人

を批判する習慣に陥り，世の勢いと悪

しき者の業にもてあそばれ，打ちのめ

されることであろう。」
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食べ ることがで きない し，怠惰 な者 は教会の中で地位を与え られない， と説

いて いる。ノ

ステ ィーブン ・Ｌ ・ウチ ャーズ副管長 （１８７９－１９５９） は，かけ事 とは 「あ

る人が もうけるため に，他の人が損をす るとい う前 提の もとに進 め られ る」

もので ある， と言 った。 さ らに リチ ャーズ副管長は，かけ事 に含 まれてい る

運不運の要素 は，かけ事 にふけ る人々に，人生 では運 こそが支配 的かつ最 も

有力 な影響力で あると信 じ込ませ るようにな る， と断言 した。 「そ して， か

け事 にす っか り取 りつかれて いる人 々が あるが，そのため にこのよ うな人々

は， かけ事 の持 つ運 とい うものに頼 らなけれ ば，他 に， 自分の収入を増やす

方法 を考 え出す ことがで きないので ある。」８

か け事 の第二 の害悪 は，か け事が貧欲，貧 らん を助長 し，その結果，必然

的 に，隣人 の ものにまで手 を伸 ば し， またかす め取 るとい う卑 しい行為を も

助長す る， とい う点で ある。 ミズー リ州 カンサ スシチーにある聖パ ウロ神学

校 のメ ソジス ト派 の牧師， ライ カーガス ・Ｍ ・スターキー ・ジュニアは，か

け事 について，次 のよ うな言葉 で警告 を発 している。すべ ての末 日聖徒 は，

彼 の言葉 を， 自分 の教 会の教 え と考 えて もよいだろ う。

「隣人 に対 す る善良 なキ リス ト教徒 の愛 とい うものは， キ リス トのよ うな

者にな りたい と願 う人間の霊の成長 を妨げた り，社 会におけ る正義 の構築 に

水 を差 した りす るようなあ らゆ る行 為 に反対す るものなのであ る。 キ リス ト

教 徒は， 自 らも，かけ事をす ることはな く， いかな る形 で も公 のかけ事 を是

認す ることは ないので ある。それは，かけ事 が，啓示 されたイエス ・キ リス

トの福音 にあ る，人生 の計画 に とって有害 であ ることを知 ってい るか らであ

る。」９

か け事 の第三の害悪 は，かけ事に参加す る人をだめに して しま う傾 向があ

るという点で ある。私 たちは，信任 の厚 い経営者が，従業員の金を無断 で使

って， 自分 の生活 に破綻を きた し， 自分 と家族 に，恥 辱 と悲劇を もた らす と

いう事例 に何度 も接 しているはずで ある。 こういった あさま しい話 の もとを

たどって行 けば，必ず と言 って いい程か け事 の借金を支払 った り， さらにか

け事 につ ぎ込む ための金策 に奔走 した りといった，捨てば ちな行動 に行 きつ

くのであ る。

かけ事 をす る人 には， これ程強 い誘惑がつ きま とうため，政府や企業 の高

い地位 にあ る人 々は， かけ事を して いる と評判 のたって いる人を採用 したり

雇 ってお くよ うな ことは しない。 さ らにかけ事 の望 ま しくない影響 を詳 しく

論 ず るな ら， もうひ とつ注 目しなければな らない ことは，か け事 には， しば

しば アル コール中毒 やその他 の悪が付 き物で ある という事実で ある。

第 四の害 は， かけ事 の道徳的 影響 には関心 を持 たない人 々の意見で あるが

かけ事には驚 く程 時間の浪費が伴 うとい う点 であ る。 かけ事 に時間を浪費す

るような人々は，家庭の ことや仕事を犠 牲 に して もそ こに出かけてい るので

ある。

か け事 にふ ける数多 くの人々がそ の泥沼か ら抜 け られな くな ることを考 え

るとき， かけ事 で浪費 した時間が一層重要 なもの となって くる。十二使徒評 ．

議員会 の リチャー ド ・Ｌ ・エバ ンズ長老 （１９０６－ １９７１）は次の ように言 った。

「か け事 の本質 は
， その漸進的な性質 に ある。普通，か け事は穏 やかに始



まる。だが，やがて他の冒険的な趣味と同 じように， しば しば，抜 き差 しな

らないものになって くる。良 くても，時間を浪費 し何 ら生産的なものをもた

らさない。 しか も最悪の場合は，かけ事に取りつかれて，頽廃的になり，い

つで も何 もせずに何か手に入れることができるという愚かな考えに陥って，

偽 りの生活を続けることになる。」１０

最後に，かけ事を非難する第 ５の根拠は，前述の他の害悪から出て来 るも

のである。私たち末日聖徒が，主のみたまのささやきに調和 しないような行

為を しているとき，私たちはいつも莫大な代価を支払 っているのである。私

たちがみたまの力強い影響を受けずに取 り残 されるなら，容易に誘惑を受け

他人を批判する習慣に陥り，世の勢いと悪 しき者の業にもてあそばれ，打ち

のめされることであろう。

かけ事が，それに参加す る人の霊的感受性を鈍 らせることに異論はありえ

ない。こうした恐ろしい結果を見てみると，私たちは，かけ事のもつ極めて

広範で邪悪な影響を知ることができる。十二使徒評議員会のジョン ・Ａ ・ウ

・イッツオー長老 （１８７２－１９５２）は， こうした考えを次のように明確に述べて

いる。

「かけ事に興 じ，運に頼 って歩む人々は品性の堕落を招 くであろう。霊的

な無気力状態に陥り，健全な社会の敵 となるであろう。 とばく部屋は，いか

に装飾を凝 らしてはいても，地上で最 も醜悪な場所である。神経をとぎすま

して参加 している人々は，全 くの沈黙に終始 し，聞こえるものと言えば，テ

ーブルの上にある，暗黒の翼の羽ばたきのみである。そこには，知 られざる

悪の，恐 ろしいまでの影響が絶えずたち込めている。 これ こそ悪魔の家以外

の何 ものでもない。」１１

これまで私がかけ事について述べてきた ことは，当然， トランプ遊びに金

をかけること，競馬やその他の運動競技に金をかけること，あ らゆる種類の

とばく，富 くじ，ばくちにも共通 していることである。

また，さらに申 し上げたいことは，かけ事と同 じ影響力，すなわち状況の

変化に頼る無謀なかけの要素が，ある種の投資にも見られることである。金

をかけてさい ころを振るときの悪と同 じ悪が，ひどく投機的な株や生活必需

品の思わ く買いに自分の金を不用意にかける人々にも伴 うのである。私は，

この分野に関 して，ジョセブ ・Ｆ ・スミス大管長の助言以上に素晴 らしい助

言を知 らない。ス ミス大管長は次のように言 っている。

「偶然の要素は私たちの従事するすべてのことに非常に広 く入 り込んでい

る。従 って私たちが物事をする時の精神が，ば くちをするか，合法的な仕事を

するかの いずれかを決定 している， ということを覚えてお くべきである。」１２

これまで教会の指導者によって強 く非難されてきたかけ事のひとつは， ト

ランプ遊びである。無論 金をかけな くとも， トランプ遊びはできる。だが

トランプ遊びとかけ事の関係は背中合わせの間柄であり， しかもトランプ遊

びをすること自体が，かけ事にある有害な要素を数多 く含んでいる。そのた

め，それがかけ事につながろうとつながるまいと，非難の対象 となっている

のである。

ウィッツォー長老は， トランプ遊びが習慣になりやす く，時間の浪費であ

るという理由で，，これを非難 した。ウイッツ訪 一長老は次のように言ってい

「かけ事の本質は，その漸進的な性

質にある。普通，かけ事は穏やかに始

まる，だが，やがて他の冒険的な趣味

と同じように， しばしば，抜き差 しな

らないものになってくる。良 くても，

時間を浪費 し，何 ら生産的なものをも

たらさない。しかも最悪の場合は，か

け事に取 りつかれて，頽廃的になり，

いつでも何もせずに何か手に入れるこ

とができるという愚かな考えに陥って

偽りの生活を続けることになる。」

リチ ャー ド 。Ｌ ・エ パ ソズ

ｌｌｌ，
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「トランプ遊びに興 じたとて
，何 も

変 った ことはない し，新 しい知識や考

えや計画 も浮かんでは来ない。新 しい

希望 も抱負 も生み出 した ことがない。

ただ次 々に貴重 な時間を浪費す るだけ

で ある。 どこにも行 きつ くことがな く

袋小路 に追 い込 まれ るような もので あ

る。 ジョソ・Ａ ・ウィッッォー

る。

「これまでの長い間の経験か らわかってきたことは， トランプ遊びの習慣

は，人をその泥沼に追い込み， トランプなしには一日も過 ごせないと感ずる

ようになるまでその中に引きず り込むことである。

トランプ遊びに興 じたとて，何 も変 ったことはないし，新 しい知識や考え

や計画 も浮かんでは来ない。新 しい希望 も抱負 も生み出したことがない。た

だ次々に貴重な時間を浪費するだけである。どこにも行きつ くことがなく，

袋小路に追い込まれるようなものである。……新 しい，次々に増大する知識

と力の急激な流れに自分を即応させようと努力 しない人々は，退屈で味気な

い生活を送ることになる。時間に関 して言えば， 「時勢に遅れずについて行

く」 という態度が必要である。私たちは，魂を飢えさせるような娯楽のため

に，あえて時間を浪費する必要はない。」１３

かけ事を合法化 しようという要求が，非常な勢いで一一般化 し，説得力を持

つようになっている今日，私たちは，さらに強 く決意を固める必要がある。

私たちは皆，市民 としての影響力を駆使 し，何か社会事業を振興するための

手段 としてかけ事をするのなら，その害悪 も止むをえまいとして進め られる

あらゆる試みに対抗 しなければならない。私たちは，また，教会の指導者の

勧告にも耳を傾けるべきである。教会の指導者は， 「いかなる形のかけ事で

あれ常に反対」 しているし，私たちが自らは世の汚れに染まずに，身を清 く

保てるよう，絶えず勧めているか らである。

（注）
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子供 は しば しば私 たちに大事な ことを教 えて くれ る。私 は

日記を読んでいてその ことをまた痛感 した。１９７２年 １月２８日

付の ２歳の息子 について書 かれてい る箇所 をあげてみよ う。

「マシューか ら教え られた
。今 晩マ シューがベ ッ ドで泣 い

ていた。私 は理 由 もな くそ うしてい るのだ と思 った。何 回 も

私の所へ来ては鼻 をかんで くれ るか，鼻 をかんでいる間ち り

紙を押えていてほ しい と言 った。 ３， ４回そんな ことがあっ

てか ら，私 はマ シューの部屋 へ行 って 「お尻 をぶ たれ たいの

か」 と聞いた。 マシューは うなずいた。私 は腕 を振 り上 げて

もう一度聞いた。 マシューは 「はい」 と言 った。 その とき急

に私は， マシューが私 を信 じ切 っていて， お尻 をぶつ ことで

問題が片付 くと私 が考え るな らそ うされたい と思 ってい るこ ’

とに気づ き，固い心が ほ ぐれた。それか らマ シューを少 しの

間抱いてゆす ってや ったが， マシューは風邪 のひき初 めで鼻

がつ まって いる ことを知 り，心は もっと和 らいだ。マシ ュー

はそれで不快だ ったのだ。私 はマ シューのベ ッ ドにち り紙 を

持 って行 き，好 きなだけかむ うよに と言 った。 マシューは，

「ありが とう」 と言 った
。私 は罰を受けたよ うな気持 で帰 っ

て きた 。」

２歳 の子供がベ ンジャ ミン王の説 教を改めて身を もって示

して くれ たので ある。

「肉欲 に従 う人 は神の敵で あって， アダ ムの堕落 して この

方 そうで ある。 しか し，人が もし聖霊の導 きに従い肉欲 に従

うことをす てて主 キ リス トの身代 りの購罪 に由 って聖 徒 とな

り，幼児 のよ うに従順で柔和で謙遜で忍耐で愛情 に富み，幼

児 がその父 に従 うよ うに，主が負 わせ たもうすべての ことに

喜 んで服従 しないな らば， とこしえに神 の敵 とな る で あ ろ

う。」 （モーサ ヤ ３ ：１９）

明 らかにマシ ューのよ うな子供 たちはベ ンジャ ミン王の言

った従順 を実行 し始 めている。 しか し私 たちはよ く 間 違 っ

て，子供 を 自分 に従 わせ よ うといっ しょうけん めい にな る。

ベ ンジ ャ ミン王 が私 たちに言 って いる ことを忘れて いるので

あ る。子供 が生 まれなが らに持 つ主 イエス ・キ リス トへ の従

順 を，私 た ちは どの ように して他へ転化 させて いるのだ ろう

か。子供が救い主に従順 に従 うには， どのように導 いた らよ

い のだ ろうか。

私た ちが この問題を，救い主 に導 かれる家系，す なわ ち私

たちのあとに緯 く家系 に子供 た ちを組 み入 れる一助 とみ なす

し

とき，家族を立派 に導 くことにきっと成功す るで．あろう◎、

ヘ ン リー ・Ｂ ・ア イ リ ン グ

かつて従順であった子供が従うのをやめるのはなぜであろ

うか。それは，信仰を失うか らである。 もし子供が家系の先

頭に救い主が働いておられることを知ったり，救い主がお ら

れるという確信を持つならば，従おうと思うであろう。その

道が必ず幸福へと続 くか らである。従順は信仰の行ないであ

り，従 うことをやあるのは信仰喪失の証拠である６

成長 したマシューは，いつか私が 「友だちが皆そのような

服を着ても，おまえは着ないほうがいい」と言うとき，私を

冷ややかに見つめるであろう。ああ，それはマシューにとっ

て何 という信仰の試 しであることか。彼はお尻をぶたれよう

としたように，そのとき洋服を着換えようとするだろうか。

私にはどうにもできないことがあるが， しかしいくらかは私

の力にかかっている。私たちは子供を完全にコン トロールす

ることも，子供に振 りかかる出来事を皆 コン トロールするこ

ともできない。 しかし私たちは自ら次の ３つの態度を取るこ

とにより，従 う信仰を養 うことができるめである。

第一に，私たちは祈 りと聖典によって子供を救い主に親 し

ませることができる。子供たちは実際に目で家族を導 く救い

主を見ることはできないが，救い主の実在を感 じることがで

きる。それには，単に祈 りの方法を教えたり聖典を開いたり

する以上のことを しな くてはならない。

家族の祈 りや個人の祈 りのひとつの目的は，子供たちが霊

的経験をするようにと願 うことでなければならない。寝る前

の祈りや朝晩の家族の祈 りがいかに大切であるかを息子のヘ

ンリーが初めて悟 ったのは， ６歳で１０キロ離れた知 らない町

で迷子になったときのことである。ヘンリーは泣き叫び，走

りまわって，絶望 して茂みに駆け込み，祈ろうとした。あと

になって驚きの声で言うところによると， 「お祈 りしよ．うと

したとき，ふたりの人が来てどうしたのって聞いたの」 とい

う。ヘンリーは １時間後に家に戻 った。

３４９

」



すでに従順でな くなっている子供のための霊的経験を，両

親も得ることができる。不従順な二代目アルマに現われた天

使の ことを思い出 していただきたい。天使は言 った。

「見よ，主はすでにその聖徒 らの祈 りも神の僕である汝の

父アルマの祈 りも聞きとどけたもうた。汝の父は汝に真理を

知らせようとして堅い信仰をもって汝のために祈 った。それ

であるか ら，神の僕たちの祈 りがそれぞれの信仰に応 じて聞

きとどけ られるよう，われは神の権能 と威力 とを汝に認めさ

蟻溺
郵 藤 婁調

ド ヂ

騒聡

１駐 １「

藤

せ るために来 たのであ る。」（モーサヤ２７：１４）

私 たちは，子供 が霊的 な確信を感 じ，聖典や救い主を身近

に感 じるよ うなや り方 で一緒 に聖典を読む こともで きる。 マ

リオ ン ・Ｇ ・ロムニー長老 はブ リガム ・ヤング大学での説教

で，息子 とい っしょにモル モン経を読んだ ときの ことについ

て話 を した。

ロムニー長老 は言 った。 「私た ちはニーファイ第二書の最

後 のす ば らしい ３章を交替で声を出 して読み ま した。息子の

声が途切れ るので風邪 をひいて いるのだ と思 いま したが，そ

のまま ３章全部終 りまで読 みま した。

読 み終 わる と息子が言 いま した。 「パ パ，パパは モル モン

経 を読 んでいて泣 いた ことが ある ？』

『うん， あるよ」私 は答 えま した。 『ときどき主のみた ま

がモルモ ン経 は真実だ とパパの心 に証す るので，パパ は泣い

て しま うんだよ。」

３５１
．一遜



重
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息子は言いました。 『じゃあ，きょうぼくもそうだったん

だね。』」

私たちが子供たちだけとの時間を作 り， ３章を読むだけの

時間をとって，心か ら 「そうだよ，私 も泣 くことがあるよ」

と言えるならば， このことは私たちの子供にも起きるのであ

る。

子供の世界で私たちにコン トロールできる第二の ことは，

主に奉仕 しているときの幸せで楽 しそうな姿を子供 に示すご

とである。それは，子供が従 うかどうかを決めるときに影響

を及ぼす。救い主の荷は本当に軽いのだろうか。奉仕は楽 し

いのだろうか。 このような疑問は，私たちの顔や声や行動に

却そらく長い長い安息 日の終 りや疲れの重なったとき，悲 し

いときに，子供 に対 して答えられるのであるｐ

私は父が 「理解を生 じる平安」について説教 しているのを

聞いたことがない。 しかし家族いっしょに教会のすべての集

会に出かけるときの父の笑顔に，私はそれを感 じ取 った。も

し父がいやな顔をしたなら，それは私たちが行 こうとしてい

るからではなく，私が支度に手間取 っているからなのである。

行かないなどということを私は一度 も考えたことがないよう

に思 う。なぜなら行かないのを見たことは一度 もなかったか

らである。また私は，母が亡 くなって １時間後に病院を出た

ときの父の顔に，その平安を見た。父は私を残 して病室に戻

り，看護婦や，医師たちに自分のことよりも深い関心を示 し

てお礼を述べた。父は言わなかったが，私は，敏い主に信頼

しているために父の重荷が軽いことを知 ったのである。マシ

ューが私を信頼 したと同様に。

マーク ・Ｅ ・ピーターセン長老の質問は，私たちが自分 自

身で喜んでいない奉仕を子供たちに勧めることの矛盾を説い

ている。

「もし両親がやま しさのない良心の喜びを知 っていないな ’

らば，子供にその喜びを教えることができようか。

もし両親が正直に什分の一を納めることの満足を感 じてい

たことがなかったならば，子供の心にこの律法への従順の種

を播 くことができようか。

もし両親が安患日を聖 く保つことの真の価値を見いだして

いないならば，子供に安息日を尊べと教えることができよう

か。

もし両親が清い生活の何であるかをつかんでいないな らば

家族に清い生活を説き教えることができようか。

３５２

１

も し両親 が神殿 に入 っていないな らば，子供 に神殿結婚の

すば らしさを教 え ることができよ うか。

も し両親 自身 が福音 に充分改宗 していないな らば， 自分 の

子供 を立派 に改宗 させ ることが できよ うか 。」（「生活 の信 条」

（英 文） ブッククラフ ト社， １９５９年， Ｐ．１１２－１３）

私 た ちに コン トロールで きる第三番 目は， キ リス トは従順

な人を導 かれ るとい う信仰 を強 め るよ うな経験 を子供 にさせ

ることであ る。 この信 仰を持 てば，神 の導 きを求 めたあ とで

明 らか に意にそ ぐわない ことを命 じて も，父 が正 しいのか も

しれない と信 じることがなお容 易であろ う。父 リーハ イはニ

ーフ ァイの教 育 について立派な模範 を示 した。ニーフ ァイは

モル モン経の最初 の章 で， 「私 すなわちニー ファイは善 い父

母か ら生 れたので，父の知 っていたすべての学 問の中 か らい

くらかの教えを受 けた。……」 （１ニー ファイ １ ：１） と述

べて いる。 しか し父 リーハイは これ よりは るかに大 きな こと

を した。 リーハイ はニーファイに，神 が危険 と困難 のただ中

にあって も小 さな ことにお いて も従順 な男女 を導 かれ ること

を知 る機会を与えたのであ る。彼は息子 た ちを レーバ シの真

ち ゅう版を取 りにエルサ レムへ戻 した。ひ とりニーフ ァイだ

けが，危 険な使命を果 た して， 救い主 の導 きを身 を もって学

んだ。 ニーファイ はこの ように言 ってい る。

「時は もう夜で あったか ら私 は兄た ちを城 壁のぞ との とこ

ろに忍 ばせ，兄たちが身 をか くしてか ら，私 ニ ーファイはただ

一人都 の中へ忍び こんで レーバ ンの家の方へ進 んで行 った
。

私 は何 をせね ばな らぬ のか，前以て それを知 らず にただひ と

す じに 「みた ま』 に導かれて行 った 。」 （１ニ ーファイ ４ ：５

， ６）

ニーフ ァイは版 を手 に入れ，兄た ちと共に無事に父母 の も

とへ帰 った。子孫 に とって聖典 となる版 は大 きな恵 みであ っ

たが， リーハ イは息子 のニー ファイにそれ以上 に貴重 な経 験

を させたのであ る。 ニーフ ァイは 「幻 に耽 る人」 （１ニーフ

ァイ ２ １１１） を信 じて彼 に従 った。 なぜ な らニーファイは救

い主 が本 当に導 いてお られ ることを知 って いたか らで ある。

私 たちは この経験 の結果，家族 を導 くリーハ イの上 に祝福

が もた らされた ことを知 る。 リーハ イの一行が荒野で苦 しん

だ とき， リーハイは子供 た ちの信仰 を保つ上で大 きな困難 に

出合 った。そのひ とつは， ニーフ ァイが 自分 の弓を折 って し

まい，飢 えの恐 れか らり一ハイの家族 のある者 たちが再び反

抗心を起 こ した ことであ る。 ニーフ ァイは自分で弓を作 った



が，す ぐに食糧をとりに行 くことをせず，父のところへ行き

「どこへ行って食物をとろうか」と尋ねた。ニーファイはこ

う記録 している。「「父は主にお伺いをした。」（１ニーファイ

１６：２３，一２４）

ニーファイは父に従順であった。その理由のひとつは，神

が人々や家族の細かいことにも祈 りに答えられると確信させ

た，それまでの経験にある。リーハイは賢明にも，自分でそ

のことを知ることのできる経験 をニーファイに与えた。子供

には， 自分から神に導きを求めなければならないような責任

を与えることができる。子供はそのような経験によって，同

じようにして神の助けを求める父親に確信をもち，安心して

従 うことができるようになる。

ある父親が主に助けを求めてか ら，別の町での仕事を引き

受けるという決定を下す前に家族全員を集めた。彼は家族に

引っ越 しをどう思うかと尋ね，どうするべきかについてそれ

ぞれひとりで主に祈って答えを受ける機会を与えた。家族は

祈ったあとで，父親と同 じように引っ越すべきだという霊感

を感 じた。この父親は家族にも自分が受けた霊的な答えを得

る機会を与えたために，家族は父親の言 うことを信 じて従う

ことができた。

子供を私たちに従 うようにすることがむずか しいのと同じ

ように，妻が私たちの リー ドに従 うように助けることもむず

か しい。多 くの妻が立派な能力や信仰や力を持っているが，

主は教義 と聖約の中で，予言者の妻エマも私たちの妻も従う．

べきであると言 っておられるように思われる。主は言われる。

「たえず優 しき心をもち，たかぶ りを警めよ。彼を夫に持つ

ことと，その夫に来るべき光栄とを汝悦べ。」（教義 と聖約２５

：１４）

強い女性はこれをどのように受け入れることができるだろ

うか。教義と聖約はこの疑問に答えていると思 う。

「如何なる権力も勢力も，神権によりて維持する能わず，

または維持すべきものにあらず，ただ説服 と堅忍と柔和 と温

情と偽 らざる愛とによる。また親切 と浄き知識すなわち偽善

にあらず好智にあらずしてその人を甚だ大いならしむるもの

による。」（教義 と聖約１２１：４Ｌ ４２）’

これほどすばらしい結婚の手引は見つか らないであろう。

偽 らざる愛により説服 と親切と堅忍を行使する指導者には，

いかに能力や信仰や力にす ぐれた女性でも確信をもって従 う
し

こ，と 蒼 で き るで あ ろ ．う。 、 ’、． ．一

また神権を正 しく行使す るときにはこうであ るとも言 われ

ている 「‘・…・然 る時 は，汝 の自 ら信ず ること神の前 に強 くな

りて，神権の教理は天 よ り下る露の如 くに汝 を うるおさん 。

聖霊 は常 に汝 の伴侶 とな り，汝の笏 は真理 と正義 の変 ること

なき笏 となり，汝の支配 は永遠 の支配 とな りて強 い らるる こ

とな く永遠 に汝に流れ込まん。」 （教義 と聖約 １２１：４５，４６）

私 た ちの多 くに とって子供 た ちや妻 の信仰’をかち得 るため

には心を入れ替 え ることが必要 であ ると同様 ｝・，耐 え る勇気

が必 要であ る。偉 大な親 た ちで さえ， ときには家族 の者か ら

信 じられな くな る。父 リーハイは この失意 に耐 えた。 しか も

彼 はそのよ うにな ることを前か ら警告 されて いた ので ある。

夢の中で， リーハイは福音 の甘 い実 を自分 と同 じよ うに取 っ

て食 べよ と家族 を招 いたが， レーマンと レミュエル は来なか

った。 たいて いの人 は このような夢を見れば，心がふ さぎ，

導 こうとす るのをやめ るはずだが， リーハ イはそ うで はなか

った。 リーハイは臨終 の前 に全家族 に教 えを施 し，イエス ・

キ リス トに従 うよ うに勧め た。彼の言葉 の中で も最 も印象 的

なのが，家族 に対す る話 の終 り近 くに出て くる。 この言葉 で

ある。「わが息子 たちよ 目を覚せ。 そ して義 のよろいを着 よ。

お前 たちを縛 って いる鎖をふ り切 りか くれた暗い境遇 か ら出

て ち りとあ くたか ら立 ち上 れ。」（皿ニー ファイ １ ：２３）

息子 た ちが 自分 に従 ってほ しい とい うこの父 の望み は， リ

ーハ イの一生 の数年 間およ び レーマ ンや レミュエルの反抗だ

けを見 るときに，悲 しい結末 を迎 えたよ うに思われ るか も し

れない。 しか しその望 みは， り一ハイの子孫す なわち現代の

レーマ ン入 にそそがれ る大 きな祝福 の中 に，今や実現 してい

ると言 えよう。 り一ハ イが耐え続 け，救い主 に従 うよ うに招

くことを決 してや めなか ったことで，今 日の子孫 にもまだ リ

ーハ イの手が及んでい るのであ る
。その うえ幾千の人々が福

音を受 け入れ，正 しい子孫を育ててい る。それは り一ハイ の

子孫で ある。

私た ちは子供 たちすべての完全 な従順 を期待 はで きない。

しか し家族の間に，キ リス トが生 きてお られ， キ リス トへ の

奉仕は喜びであり， キ リス トは従 う人 々に話 しかけ られ ると

い う信 仰を養 うことができる。従順 な子供 は主 の御声を聞 き

私 たちが救 い主 に従 う限 り，私 たちに従 って くるで あろう。

ア イ リ ング博 士 は， ア イダ ホ州 レッ クス バ ー グ に あ る レ ッ クス

カ レ ッジ学 長 で ， レ ック スバ ー グス テ ー キ 部 高等 評 議 員 で あ る．

３５３

ぎ
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貨興
ハ イ ド ・Ｍ ・ メ リ ル

「私たちが今日

得ている

後世の知識をもって，

１７世紀という期間を

さかのぼって見るとき

私たちは，

エウセビオスが

初期の教会に

背教や異端があったことを

非常に頻繁に指摘 しているので，

驚嘆するばかりである。」

３５４

歴 史の中で最 も魅 力に富 んだ時期 は

キ リス ト紀元 の ご く初 期 の 時代 で あ

る。 この時期 は末 日聖徒 に とって， こ

の上 な く意義のあ る時期 であ るが， そ

う感 じられない人がい るとすればそれ

は無知⑱ ため にほかな らない。その頃，

主が在世 当時設立 された教 会 の 運 命

を，明 らか に，特 に悲劇 の様を生 き生 き

と描 い津歴史家が何人 もい た。初期の

キ リス ト教徒で歴史家で あった エウセ

ビオス鵠 大 いな る背教 の兆 しを実際

に 目に レ，書 き記 してい る。この兆 しは

やがて大いな る背教 に発展 し，福音 の

回復が必 要 とな るに至 ったのである。

エ ウセ ビオスは，紀 元 ２６０年 にガ リ

ラヤ湖の西南方，地中海 沿岸 の港 町 カ

イザ リヤで生 まれた。彼は若い頃か ら

学者 と して傑 出 していた。宗教 的な見

地 を理 由に，＄Ｑ９年，３１１年 と ２回にわ

た って投獄 されたが， ３１４年 にカ・イザ

リヤの監督 になっている。 そ こて エウ

セ ビオスは， パ ンフ ィラス （カイザ リ

ヤの祭司， ３０９年 ２月 １６日殉教） の立

てた大 きな図書館 で勉強す ることが で

きた。またエルサ レムの図書館 も利用

す ることがで きた。エ ウセビオスは，

徹底的 に しか も正確 に書 く人であ った

が， その著書 は４６冊以上 にも達 してい

る。彼 は，尊敬 して やまない コンスタ

ンテ ィヌス皇帝， しか も自分がバ プテ

スマを施 した皇帝が死 んで ２， ３年た

った３３９年 また は３４０年 に死 んで いる。

エ ゥセ ビオスの主要著書 の中 には， １０

巻 か らな る 「教 会史 」があ る。 これは

３２６年 に入 る 直前 に 書 き上 げ られた も

ので ある。 この書の中で彼は，使徒 の

死以降 コンスタンテイヌスの勝利 に至

るまで の間 に教会の中で起 こったいろ

いろな出来事 を記録 して いる。

、

モルモニズ ムの特色 のひ とつ は， キ

リス トの父な る神 とこの地球 との関係

についての独特 な概念 であ る。例 えば，

旧約聖書 の神エホバ， すなわちイス ラ

エルの神が実際はイエス ・キ リス トで

あった とす る知識 がそ うであ る。エ ウ

セビオスも このことを知 っていたが，

その後，神会 の本質 について広 く混乱

が生 じて以来， この知識 はす っか り失

われ て しまった。 エウセビオス は次の

よ つに百 って いる。

「宇宙 の最高 の主権者で あ り創造者

である神 は，最初 の子供で あ り，御 自

分の次位 にあ るキ リス トを信頼 して，

人の創造についてキ リス トと語 り合 っ

てお られ る。『神 はまた言われた，〔わ

れわれのかた ちに，われわれにかたど

って人を造 り……〕』

この言葉 は， ほかの予言 者 も確認 し

讃歌の中で神を次の ようにたたえてい

るもので ある。

「神 が語 った，す ると子 らが生まれ

た。

神 が命 じられた，す ると子 らが創

造 された。』

この予言者 は，御 父であ り造物主で

ある御方を，厳然 と命令 を下 す至高 の

統治者 と して紹介 してい る。そ してほ

かで もない，私た ちが信 仰を告白 して

い る御方，す なわち，神 に次 ぐ位 置を

占め給 う ｒ神 なる言葉」を，御父の命

に従 って仕 える御方 として紹介 して い

る。」１

「エ ゥセ ビオスは， キ リス トが古代の

人々に親 し く知 られていたことを詳

細 に説いてい る。」

「しか し
，私 が既 に示 したよ うに，



Ｌ

，

キ リス トはアブラハ ムに現 われ， イサ

クに教 え，イス ラエル に語 りか け られ，

また モーセやその後の予言者 と自由に

言葉を交わ されたので，彼 らが神 の御

子キ リス ト御 自身 を知 っていた ことは

明 らかで ある。……従 って当然，最近

すべての国々に宣 言 されているキ リス

トの教え によ る宗教 は，最初 の，最 も

古い原 始の宗教 にほかな らない と見 な

ければな らない。 この最 も古 い原始 の

宗教 は， アブ ラハ ムが神す なわちキ リ

ス ト， 「神 の言葉』 によって宣言 され

た神託 によ って明 らか に した宗教で あ

る。 この『神の言葉」はアブ ラハ ムに御

自身 の ことを示 され たので あった。」２

このキ リス トの概念 と福音が永遠で

あ るとい う概念 は，末 日聖徒の読者 に

とっては非常 に親 しみ のある もので，

胸 を踊 らせ る ものが あり，美 しい とも

表現で きる くらい明瞭であ る。 しか し

エウセビオスの翻訳者であ る
，英 国教

会の ウ ィリアムス ンは，今 日の人 々の

無知を次の ように指 摘 してい る。

「旧約聖 書の神の現われは
， キ リス

トが （まだ人 として生 まれていなかっ

たが，人 の形 で）現 われ たのだ とす る

エ ウセ ビオスの考 えは，私 たちにとっ

て全 く信 じられ ない もののように思 え

る。 しか し私 たちは一体，人 と神が会

った とい う数 々の物語 と， これ まで神

を見 た者はひ とりもいないという聖 ヨ

ハネの宣言 を，筋が通 るように説 明で

きているだろ うか 。」３

エウスビ．オスは， キ リス トの本質 と

教会をむ しばみ始め，遂 には上記 の貴

重 な知識を失わせ るに至 った背教 の過

程 を明解 に記 してい る。

「アラビヤめ ボス トラの監督 であ る

ベ リラスは，教 会の真 実の教義 を曲げ

キ リス ト教 の信仰 とは異質 の概念 を導

入 しようと した。そ して私 たちの救 い

主な る主 は，人 々の間に住 みた もう前

に，主 の姿を もって存在 された ことは

ない し， 自身 では神性 を備 えてお られ

なか った， ただ御 父の神性 が彼 の中 に

とどま つただけであ ると主張 した。」４

神権 の職 の うち，異邦人 は言 うに及

ばず多 くの末 日聖徒 までが誤解 して い

るものは，七十人 の召 しで ある。 エウ

セ ビオスが この召 しの機能 を本 当に理

解 していたか ど うか は，判然 としない。

ただ彼 は，個 々の例 と して， あるい は

全 体的 に取 り上げ る場合 もあるが，七

十人 について しば しば触れてい る。

「ユダの空席を埋めて使徒の職 に名

を連 らね たマ ッテヤも， くじを引 くと

きに同 じく推薦 された もうひ とりの弟

子 も，以前 に七十人に召 されて いた。

タダイもそ うであ った と言 ね れ て い

る。……七十人以外 に も救 い主 の他 の

弟子 がいた。」５

エ ウセ ビオスは， 「七十人 のひと り

であ るタダイ」が救 い主 の十字架 の後

伝道 し， いや しの業 を行 なったすば ら

しい話 を引用 して いる。 またそ こで，

七十人 の召 しが ほとん どの原始教会で

定 め られ ていた職で あった ことと， こ

の役職が主か ら遣わ された １回 目の伝

道 （ル カ１０：１－１２参照 ）で終わ って

しまった ものではない ことを示 してい

る。

エ ウセ ビオスは， 七十入 について書

いた ア レク サン ドリア の クレメンス

（紀元１５０－２１５年， ギ リシ ャのキ リス

ト教徒 で，神学者 であ り，教育家 で も

あ る） の文を引用 している。

、 「義人 ヤコブ， ヨハネそれ にペ テロ

は．主 の復活後，主か ら高度 の知識を

授 け られた。 ３人 はそれを他 の使徒 に

伝 え，他 の使徒 はさ らに七十人 に伝 え

た。その中にバルナバ もいた。」６

私 たちが今 日得 ている後世 の知識 を

もって， １７世紀 とい う期間 をさか のぼ

って見 る とき，私 たちは， エウセビオ

スが初期 の教会 に背教 や異端が あった

ことを非常 に頻繁 に指摘 して いるので

驚嘆 するばか りで ある。 その中 の極 め

て有害 な教 えのひとつ に，人 は独身を

通す べきであるという教 えが あった。

・〔ア レ〃サン ドリアの〕 クレメ ン

スは， ・・…・結婚 した使徒の リス トを あ

げている。 クレメンス は，結婚を非難

す る者 のため に この リス トを あげたの

で ある。彼 はこう言 ってい る。 「使徒

たちを も非難す るとい うのだ ろうか。

ペ テロにもピ リポ にも子供 があ った し

ピ リポは娘た ちを結婚 させ てい る。事

実パ ウロは，何 らはばか ることな く自

分の妻 に手紙 を書 き送 って いる。 パウ

ロが妻 を連 れて歩 かなか ったのは，伝

道 を しやす くす るためであった。」」７

また このよ うに もク レメンスを引用

している。

「祝福 され たペ テロは
，妻 の死に臨

んで，妻 に神 の召 しが来て，天の家に

帰 ってい くのを喜んだ。そ して妻 の名

を呼び，励ま しと慰めの気 持を込 めて

「主を忘れないよ うに」 と語 った。祝

福 された人 の結婚 と，最愛 の入 に対す

る至上 の感情 は， このよ うな もので あ

った 。」８

エ ウセ ビオスは， リヨンの監督 イ レ

ナエ ウス （紀元 １３０－２００年，ギ リシャ

教会 の父） の文 も引用 して いる。

「……エン クラテ ィス派 と呼ばれ る

人 々は，結婚を禁 じ．古代の神の計画

を拒 んで いた。同時 に人類を住まわせ

３５５ 」

．」



る一ことを 目的 とされた男女 の創 造主 を

無 言の うちに非難 していた。…彼 らは

始祖 が救 われない とも主張 していた。

このはなはだ しい漬神 は，タ テ ィア

ノスが最初 に提議 して導入 され た もの

であ る。彼 は， もともとジ ャステ ィン

（ジ ャステ ィン ・マーター，Ａ Ｄ １００

－ １筋， 殉教 した キ リス ト教徒） の弟

子 であ ったが，師 の下 に出入 りして い

る間 は，一歩 もこの種 の ことを 口に し

なかった。 しか しジャステ ィンが殉教

す るや否や背教 に走 った。 タティアノ

スは， 致師 になることを志望す るあま

り， ますます高慢 にな ってい った。 自

分が人 より も優秀であ ると信 じて，尊

大 になる一方で あった。 自己流 の教義

を編み出 して， 目に見えない霊体 な る

もの （エオ ン）の物語 を広 めた り……

また，……結 婚を腐敗 と姦淫以外 の何

もので もない と非難 した りした。」９

この文章 は極 めて興味深 い もので あ

る。初期 の指導者 が，独身生活 を命 じ

る教義 に強 く反対 した こと と，真理 か

らの離反が教会員 の中か ら芽生 えつつ

あ った ことを示 して い る。

．エウセ ビオスは，教 会Ｑ中 に見 られ

た背教 の発生を最 も初期の頃か ら追跡

して いる。第 １世紀 について，次の よ

うに述べて い る。

「…… 〔ヘゲ シ ッボ ス
．（Ａ．Ｄ１００－

１３０）〕 は， この時期 〔救い主 と同時代

の最後の人が死んだ時代〕 について描

写 し，… …この ときまで教 会は清 く，

汚れのな い処 ：女の ようであ った と語 っ

てい る。救い主の福音 が示 す健全 な規

範 の腐敗 を求 め る者 は， もしそんな者

がい ると して も， まだ陰気 な暗 闇の中

『に低 く身 をひそめていた
。 しか し，神

聖 な使徒職 に列す る人 々が皆， それぞ ・

３５６

れいろいろな形で命を全 うして遡 つた

とき，また個人的に神の知恵を聞 くこ

とのできた世代が消えていったとき，

神不在の誤 った組織が，偽 りの悪賢い

方法で根をおろ していった。 もはやひ

とりも使徒が生存 していないので，彼

らは公然 と自分たちの偽 りの知識を駆

使 して，真理のメッセージに対抗 し始

めた。」１０

「後に，外からの迫害が
ほこ

、 その矛先を緩めると

教会の中に分裂が生じてきた。」

「しか し
，大 きな 自由が与え られ る

と，私た ちの間 にあ る変化が生 じて き

た。私 た ちは高慢 と怠慢 に身を任せ る

に至 り， 互いに うらやんだ り，虐待 し

た りした。機 会があれば互 いに争 い，

言葉 の槍 や盾 を 庚って応酬 す るよ うに

な った。指導者 にいどみ，平信徒 は平

信徒 で党 派を形 戊していがみ合 った。

口で言 い表 わせ ない偽善 と不和が，悪

の極 限の姿 を取 るに至 った。」Ｈ

そ して遂 には， コンスタンテ ィヌス

の統治下 に， ク リスチャンで あること

が安全で あるばか り．か，分別の ある者

という ことになると，外部 の第三者が

私的 な野心を果 たすた めに巧み に教 会

に入 り込んで くるようにな った。

「教会 の中 に入 り込 んで
， ク リスチ

ャンの 呂前 と資質を持 ってい ると称 す

る者が， とて も口では言 い表わせない

偽善を働 いた。 〔コンスタンティヌス

は〕博 愛 と良い性質，生 きた信仰 と真

実の人格 を備 えていたので， クリスチ

ャンであ ると自称 し， キ リス トを心 か

ら愛す ると 見せか ける 人 々を 信頼 し

た 。」１２

、

教義がすでにゆがめられ始め，真実

の神権がもはや失われた時代に，エウ

セビオスはその著書に，使徒死後の教

会の状態をまのあたりに見るように描

写 している。偉大な指導者が何人 も何

人 も悲劇的な死を遂げていったこと，

異教徒のコンスタンティヌスが非常な

影響を与えたこと，それに背教に次 ぐ

背教の悲 しい劇が繰 り広げ られたこと

は，皆彼の著書「教会史」に出ている。

以上のことか ら私 は，キ リス トの教

会が徐々に失われていったことと，今

日の諸教会が主 によって教えられた教

義を教えていないことを信 じている。

エウセビオスの著書は， この主張を支

持するひとつの証である。

メ：リル兄弟は電気技師であり，現在マサチ

温 一セッツ工科大学で博士号を取得するた

あ に学んでいる。 ボス トンステーキ部，ケ

ンブリッジワー ド部の会員で，セ ミナリー

の教師である。
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うみ にすんでい るどうぶつで

す。水 の中 にも ぐることがで き

ますが， １じかんたつ と水面 に

でて きてい きをすわな くてはな

りません。 さて この どうぶつは

なんで しょう。
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磁 ちのあうレ

私 のお とうさんは，私 が ９さいの ときにお母 さ
ト

んと私たち子供をのこして死んで しまいまレた。

そこでお母さんは家族をや しなっていかなければ
…

な りませ んで した。私の お母 さんはか しこし｝人で

した。男 の子 も女 の子 も何かす ることがな くｉては

いけない としん じて いま した。小 さなモルラ ンの

まちで， 「す る こと」 といえば，いえの まわ りや

にわのかたづ け しご とで した。私の しごとはか ま

どで もやす た きぎを切 った り， おちばを あづめた

り， しばをか った りす る ことで した。 ほ しくさを

あつめ るのは とて もたの しい しご とで した。わた

しはなやにほ しくさを入 れ るのをてつ だ うのがす

きで した。ほ しくさを入 れおえてか らともだ ち と

私 はなやのなかでほ しくさの上 を ころげまわ った

りか くれ んぼ した りしてあそんだ もので した。 ほ

しくさのなか にか くれてい るひよ このすの中か ら

３５８

た まごをみつ けた ときな どは どんなにむ ねがわ く

わ くした こ とで しょう。

お母 さんは，私た ちの生 活にはただはた らいて

あそぶだ けでな く， もっとほかにす ることがな く

て はいけな いと思 ってい ま した。私 たちはい っし

ょに聖書の中のすば らしい物語を読 みま した。 お

母 さんは私 たちに うた うこと，教 会にい くことそ

して いのる ことを お しえて くれ ま した。

お母 さんは，むす こた ちが， 「ほん とうの しご

と」 といわれ る ものを もつ ように と，いつ も一頭

のめ うしをか って いま した。その しごとは，まい

朝 まい晩 め うしの乳 しぼ りと， めう しがたべ るほ

しくさを うしごやに持 って い くこと， そ して まい

朝 まい晩近 くの川で め うしを水 あび させ ることで

した。私 たちが これ らの仕事を しな ければ，め う

しは おなかをすかせ， の どがかわ くのです。家に

おそ くかえ った ときな ど，私 はあ うしのせわを し

た くな いと思 った ことがなん どもあ りま した。

ある晩，私が家 へかえ るとさくが こわれてめ う

司
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しがにげて しまってい ま した。 私はめ うしがいそ

うな場所をぜんぶ さが しま した。 しか しみつか り

ませ んで した。お もいあた るところはみな さが し

てみ ま した。それ で もめ うしはいませ んで した。

外 は くら くな りは じめ，私 はが っか りして しま

い ました。 め うしがいな くな ったのを しった らお

母 さんは しんぱいす るにきまってい ます。私 たち

はいえのちか くの人た ちに ミル クを うっていま し

た。私 は， その人たちが私の もってい く新鮮 な ミ

ルクを待 ってい るよ うすをお もい うかべ ま した。

その夜の ことは とて もよ くおぼ えて います。私

はいの ることを教 え られて いま した。そ して主 に

たすけをねが うこ とがで きるとい うことを知 って

いま した。運河 のそば に小 さな しげみがあ りま し

た。私 はそ こにぼ う しを とってひざまず き，主 に

私 がこまってい ることについて話 しま した。 そ し

て主に，私たちの うしがみつ かるよ うにたす けて

くだ さい とおねがい しま した。 お祈 りした あと，

私 は運河 の どて をあるきは じめ ま した。私 がお祈

りした場 所か らた った ２， ３ヤー ドはなれ たとこ

ろで私は う しをみつけたので した。 め うしは運河

のそばにはえてい るせ のたか いやな ぎの しげみに

か くれ ていてみえなか った のです。 とい うのは，

め うしはやなぎと同 じよ うな色を していたか らで

した。私 はお祈 りが こたえ られ，天 のお とうさま

がめ うしのいるところへつづ く運河 の どて を行 く

ように，私をみ ちびいて くだ さった ことを かん し

ゃ しま した。

私が天 のお とうさまにお祈 りをす るようにな っ

たのは， お母 さんがまい晩 のよ うに私のベ ッ ドの

そばにひざまず き， お祈 りの しかたを教 えて くれ

たか らです。

私 は小 さな しげみのそばでたすけを求 めて祈 っ

た あの晩か ら，神 さまの導 きをお祈 りしつづ ける

よ うにな りま した。

私は主 が私 たちの祈 りに答えて くだ さることを

知 っています。
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主 はア ミッタイの子 ヨナに言 われた。 「立 って

あの大 きな町ニ ネベに行 き， けい告 しな さい。 ニ

ネベ の町 の人 々の悪 は見 るに しのびない。」

ヨナは ニネベ の町の悪 を知 っていた。 かれは考

え た。 「あそこには神を信 じる人 はいない。私 が

かれ らに福音を と く必票はないではないか 。」

そ こで ヨナはタル シシに行 く船にの ろうとして

ヨッパへ行 った。 そ して主の 目をのがれ るために

船賃 をは らい船 にの りこんだ。

ヨ ナは船の 自分 のへ やへ行 くと， ぐっす りねむ

一って しま った。 かれがねむ ってい るあいだに，主

が大風を おこされ，船 は波 にただよ った。水夫 た

ちはおそれて， 自分た ちの神に波 を しず めて くれ

るよ うにと祈 った。 しか し，風 も波 もお さまらな

か った。

しば らく後，船長 は， ヨナのところへ来 て言 っ

た。「あなたの神 に祈 りなさい 。」そ して水夫 たち

は ヨナに， なぜ このよ うなわ ざわいがや って きた

３６０

のか知 っているか とたずねた。かれ らはかれの名

と出身地 を聞 きたが った。

ヨナは考 えて言 った。 「私 はヘ ブルび とで海 と

陸 とを お造 りにな った天 の神，主 をおそれ るもの

だ。」 そ して ヨナは，自分が主の 目をのがれよ うと

したので，主 が大風 をお こされた のだ と話 した。

「あなたをど うした ら海が しず まるのか 。」

水夫 たちはわめいた。

ヨナは 自分 のせ いで このよ うな ことになったの

で， うれいかな しみ， こう答 えた。 「私 を海に投

げ入れな さい。そ うすれ ば海 は しず まるだろ う。

このあ らしがお こったのは私 のせ いなのだか ら。」

しか し水夫た ちは ヨナを海へ投 げ こもうとはせ

ず， どうにか して陸へ こぎよせ よ うとしたがで き

なか った。

そ こで かれ らは， しかたな くヨナを海 へ投 げ入

れ た。す ると海 は しず まった。それか らかれ らは

主 をおそれ，主 にちか いをたてた。
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さて，主 は大 きな魚 に ヨナを のませた。 ヨナ は

３日３晩，魚 の腹 の中にいた。

その あいだに ヨナは祈 り，主 に従わ なか った こ

とを くやみ， どんな ことで も主 の命令 には従 う こ

とをや くそ くした。

主 が魚 に命 じると，魚 は， ヨナを陸に はき出 し

た。主 は ヨナに言われた。 「立 ってニ ネベ に行 き

人 々に私 の命 じた ことを言 いな さい。」

そ こで ヨナはニネベ の町へ行 って，ニ ネベ は４０

日の うちにほろびる と，人 々に言 った。人 々は ヨ

ナの ことばを聞き， くいあ らためた。

神は人 々が くいあ らためたのを見て， ニネベの

町 をす くわれ た。 しか しヨナは神がニ ネベをほ ろ

ぼ され なか ったのを員て不ゆかいだ った。

かれ はいか って，主 に祈 り， 自分の命を とって

くれ るよ うに と言 った。かれ は言 らた。 「私 に と

っては，往 き るよ りも死ぬ ：まうが ま しです 。」 そ
ノ

して ヨナは町を 出て，町の東 のほ うに小屋 をたて
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日か げにすわ っていた。

主 は ヨナを暑 さか らす くうために， とうごまを

生え させ， 日か げをつ くられた。 ヨナは この とう

ごまの 日かげをよろ こんだ。

しか し翌朝 ，神は虫に とうごまの木 を食 わせ た

ので，木はかれた。やがて 日がのぼ ると，主 は熱

い東風を吹かせ られた。 また，太 陽が ヨナの頭 に

て りつ けたので， かれは弱 りはてた。 ヨナは言 っ

た。 「生 きるよ りも死 ぬほ うがま しだ 。」

神は ヨナに， とうごまがかれ たので いか るのか

とたずねた。 ヨナはそ うです と答 えた。

す ると主 は， なぜ ニネベ をほろぼさず人 々に大

いな る愛 を示 され たのかを語 られた。 「あのと う

ごまはあなたが育 てたわ けで はないで はな いか。

あなたは何 の労 もつ くしていないで はないか。あ

なたが一晩 の うちに生 え，一晩 のうちにかれた と

うごまをお しむ のな らば， どう してわた しが１２万

人以 上の人 々のいるニネベ の町 をお しまないでい

られ るだろ うか。」

逮載濃繋縦
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冷た くこお ったツ ン ドラの平原 の向

こうで， オオ カミが １匹 ほえて いま し

＃。その声 はひえびえ としず ま りか え

った空気 の中 で高 くひびきま した。 そ

れを聞いてイガマ ックはぞ っと しま し

た。す る と， もう １匹が前 のオオカ ミ

に こたえてほえだ したので， イガマ ッ

クはその声 のほ うを見 ま した。

イガマ ックは しば らくの間その声に

聞 きいって いま したが，急にかたをす

くめま した。 オオ カ ミた ちはたぶん ト

ナカイをお って いたので しょう。で も

・ｆガマ ックはオオ カ ミよ りもだい じな

ことを考えていま した。イガマ ックの

家では，赤 ちゃんが生 まれ るところだ

ったのです。兄弟がひ とりもいなかっ

たので， この ことはイガマ ックに とっ

て とて もうれ しい ことで した。 かれ は

とて も弟がほ しい と思 って いま した。

イガマ ックは家 に入 って ゆか にす わ

り，毛布 でで きたボールを投げて遊ん

でいま した。 かれ の目は， よろこびで

かがやいていま した。

おばあさんがお母 さんの ねて いるへ

やか らで てきま した。 イガマ ックは立

ち上 が ると待 ちきれず にた ず れ ま し

た。 「赤 ちゃん，生 まれた ？」

おばあさん は首を横 にふ りま した。

「うま くいって いないんだ よ。おば あ

ちゃんはどう して いいかわか らない」

としず んだ顔 を して いいま した。
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イガマ ックはおば あさんの こま って

いる顔 を見て しんぱ いにな って きたの

で ききま した。 「じゃ，お母 さん と赤

ちゃん はどうなるの ？」

「お母 さんはお医者 さんに見て もら

わなけ りゃな らないんだ よ，で も病院

は １６０キＰ もは なれてい る し，お父さ

んはボー トででかけてい るだ ろう。年

とったおばあちゃん とまだ子供 のお前

とでは， ど うや って お母 さんをお医者

さんの ところに連れて行 っていいかわ

か らないんだよ」 とおば あさんがいい

ま した。

イガマ ックは何 もいわず におば あさ

んの顔 を じっ とみつ めなが ら立 ってい

ま した。「飛行機 だよ，おば あちゃん ／

飛行機 な らお母 さん を病院 につれて行

け るよ」 とかれ は こうふん した声でい

いま した。

「そ うだね。飛行機 な らこられ るね 。」

おばあさんが言 いま した。 「で も， ど

うやって飛行機 に知 らせ るんだい ？

ここにはむせん はな い し，い ちばん近

いので も３キロ もは なれた市場 にあ る

ん だよ。 おばあちゃんはお母 さんをひ

と りの こして行 けな い し， も しおばあ

竪灘 羅 ・、．．
雛

ち ゃんが行 った と して も，市 場につけ

るか どうかわか らないよ。お前 はまだ

小 さいか らひとり じゃ行 けないね 。」

「ぼ く行 けるよ，おば あちゃん」 と

ま じめにイガマ ックは言 いま した。

「ぼ くが行 って デ リーさんに飛行機 を

送 って も らうよ。」

「で も
，道がわか るかい ？外 は とて

もさむ い し，今 は夜が長 い時期 なんだ

よ。お 日さまはす ぐしずんで しま うん

だ よ」 とおばあ さんがいいま した。

「道 はわか るよ， ぼ く。」イガマ ック

は こうこたえて，毛 皮のぼ うしをかぶ

り，てぶ くろをはめま した。

「おまえはゆ うきのあ る子 だね
。お

前 が行 くのが正 しいのか もしれない。

ほかにはだれ もいないんだか ら ね 。」

おばあ さんがいいま した。

イガマ ックは さよな らをい って家を

出ま した。冷 たい空気 にあたって， は

なはひ りひ りしま した。足 の下で は雪

が小 さなハツカネズ ミのようにキ ュー

キ ューな りま した。 イ．ガマ ックは，雪
’

がふきよせるたびによろよろしなが ら

も， とおい市場 をめざ して足 をはやめ

ま した。やがて家のあか り．が見 えな く

な って，イガマ ックはひ とりっき りに

な って しまいま した。・イガマ ックのす

がたは， くらいひ ろびう とした白い大

きな世 界の中にた ったひ とつの小 さな

点の ように見えま した。 イガマ ックは

つかれ るまで走 りま した。つかれ ると

歩 き，つかれが とれる とまたつかれ る

まで走 り， また歩 くとい ったち ょうし

ですすみま した。

とつぜん，イガマ ックは ２匹のオオ

カ ミが くらやみか らでてきて， じぶん

の う しろか ら静 かにすべ るよ うに走 っ

て くるの に気がつ きま した。 「オオ カ

ミは にんげんをおそわないんだｂ オオ

カ ミは トナカイ だけを お いかけるん

だ」 とかれは じぶんにいい聞かせ ま し

た。同 じ早 さで歩いていて もかれの し

んぞ うは どきどきしていま した。 オオ

カ ミた ちはイガマ ックのあ とをぶ らぶ

ら歩 きなが らついてきま した。ふ たつ

の大 きなはい色 のかげはかれ の足 あ と

をか ぎなが らだんだん近 づいてきま し

た。

前 のほ うを じっと見 つめてみま した

が，イガマ ックにはぼんや りとした白

い雪 しか見えませんで した。

オオ カ ミた ちはまだつい て き ま し

た。イガマ ックは走 った りこわがって

い るようすをオオ カミに見せ てはだめ

だ とい うことを知 っていま した。 イガ

マ ックは毛皮 のてぶ くろのか たほうを

とって雪 の上 に落 としま した。 オオカ

ミがてぶ くろのにおいをか い で い る

間， イガマ ックは前 を見 ようと一生 け

んめいで した。 で もあか りはまだ見 え

ませ んで した。

３６３ ≦調



オオカ ミがてぶ くろをか ぎまわ って

いる問， イガマ ックはオオ カ ミか ら少

．しはなれ る ことがで きま した
。で もオ

オ カミはす ぐにてぶ くろを あき らめて

またイガマ ックのあとをお って きま し

た。

とつぜ ん，前 のほうに市場の あか り

が動 くのが 目にはい りま した。 イガ マ

ックは走 りたかったのですが， オオ カ

ミが近づ いて いたので歩 いて行 きま し

た。 そ して，残 った もうひとつ のてぶ

くろを静 かにはず しま した。

少 しオオ カミか らはなれ る ことがで

きれば， それ だけ市場 に近づ くことが

で きるのです。 またそ うすれ ばオオ カ

ミは立 ち止 ま るだろ うとイガマ ックは

思 いま．した。 そ こでイガマ ックは， も

うかたほ うのてぶ くろをオオカ ミを め

がけて投 げつ けま した。 オオカ ミはお

どろいてあ とず さ りしま レた。．それか

ら用心深 くそ っと近づ いて雪 の上 にあ

る毛皮で おおわれ た もののにおいをか

ぎだ しま した。

イガマ ックは｝ あか りをめざ して一

生 けんめいおちついたよ うすで歩 きま

した。す るとす ぐ，市場 のたて ものが

見えて きま した。 イガマ ックが村 に近

づいた とき， オオ カミは しりごみ し，

ち ょっとのあいだかれの うしろを見 つ

めていま したが， やがて くらやみの中

に きえて行 きま した。 １．，

イ ガマ ックは市場 にかけ こ．み ま し

た。 「デ リーさん， ぼ ぐのお母 さ．んが

３６４

たいへん なんセす。す ぐ病院 に行かな

い とだめなんです 。」 イガマ ック は 大

きな声で言 いま した。

デ リーさん は しごとを していていそ

が しか ったのですが， いそ いでむせん

のス・イッチを いれて， １６０キロも南に

ある町 の空 こうにれん らくして くれま

した。

それか らデ リーさん は・イガマックに

言 いま した。 「飛行機がす ぐきて きみ

のお母 さんを病院 までつれてい って く

れるよ。 きみ の家が どこにあるか，お

じさんが パイロ ッ トに くわ しくお しえ

ておいたか らね。 も．う心配 はい らな い

よ。」

イガマ ックは，飛行機 のエンジンの

音 が聞 こえるまで デ リーさんの手伝 い

を していま した。 イガマ ックには，．．飛

行機 の音 が聞 こえるまで何時間 も先 っ

たよ うに思 われま した。一度頭 の上 を

通 った飛行機 がまたイガマ ックが いる

たて ものの上 を飛 んで行 きま した。．イ

ガマ ックはその とき，．お母 さんが病院

に行 くとち ゅうである ことを知 りま し

た。 。

「さあ，少 し休 んで赤 ちゃんがどう

な ったか知 らせをまつ ことに しよ う」．

とデ リ「さんが言 いま した。．． ．「∫ ．

．・イガマ ックは うなず きま した
。．しん

ぱい しなが ら待つ時間は とて も長 くか

ん じられま した。．で も，ついにむせ．ん

の あいずが ありま した。デ リーさんは

イヤホーンを耳 にあてて知 らせを聞 き

ま した。

「きみにお とうとがで きたぞ
」とデ リ

ーさん はほほえみなが らいいま した
。

イガマ ックがはな しを しだす と， デ

リーさんは 「静かに しな さい」 とい う

よう．に手を上 げていいま した。 「まち

なさい。 これはすば らしい。お とうと

はふた りだ。ふた こが生ま れ た ーん だ

よ。」 ． 一．

イガマ ックはわ らって，部屋 じゅう

を おど り始 めま した。 「お とうとがふ

た りもいるんだ ／ふた りなんだ／ひ と

りよ りもふ た りのほうが ２ばい うれ し

いや／」．とかれ はさけび ま した。

「そ うだ ね
， さあ行 こう， イガ マ ッ

．
ク。 きみのおばあさん に知 らせに行 く

んだ。 お じさんが きみを スノー ・モー

ビルにのせ てお くって あげ よ う。」デ

リーさんが いいま した。

ス ノー ・モー ビル にのって雪の上 を

走 っている とき， イガマ ックはとて も

うれ し くて， オオカ ミの ことやな くし

たてぶ くろの ことはす っか り忘れてい

ま した。イガマ ックは， この ２ば い も

うれ しい知 らせ をきいておばあさんの

よろこぶ顔 を見 るのが とて もまちきれ

ない ようで した。



律 法 を 超 え た 自 由

しよ ろしければ， ハン クス兄弟

も
の指導 を受 けているシオンの若

者た ちにひ と言 申 しあげたい。私 は彼

らを愛 し，彼 らはその ことを知 ってい

る。

ヤコブの息子の ヨセブの話 は，神 が

神を愛す る者た ちと 「共に働 いて，万

事を益 とな るよ うに して下 さ る」 とい

う大 いなる真理を，生 き生 きと描写 し

て いる。 （ローマ ８ ：２８参照） ヨセブ

は常 に正 しいことを していた と思われ

る。 しか しそれ より ももっと大事なの

は，彼が それを正 しい理由で していた

ことで ある。それ は何 と重大な ことで

あろ うか。 ヨセブは兄た ちか ら奴隷 に

売 られ， パ ロの侍衛長 ポテパル に買わ

れた。彼 は契約書を もって買われた奴

隷 であ りなが らあ らゆる経 験 と環 境

を， た とえ苦 しくと も必ず良 いものに

変 えてい った。

す べての ことを良 い ものに変 える こ

の能 力は， 神の 属性の ように 思 われ

る。私 た ちの天 父はいつ もその ことが

で きる御方であ る。 いか に恐 ろ しい こ

とで も，主 に とってはすべてが勝利で

あ る。 ヨセ ブはま った くふ さわ しか ら

ぬ奴隷 の身であ りなが ら，主 に対す る

信仰を堅 く保 ち，まわ りの卑 しい環境

を非常 に良い ものに転化 した。 このよ

うな人た ちは敗北す ることがない。 あ

き らめないか らで ある。彼 らは積極的

な正 しい態度を身につ けてい る。デ ィ

ル ・カーネギーの表現がそれにあては

七十人最高評議員会会員

ハ ー トマ ン ・レ ク タ ー ・ジ ュ ニ ア

まるで あろう。「あなたが レモンを持 っ

て いる とした ら，何 とす っぱ いことか

と不平 を言 うか， それで レモネー ドを

作 るか， それ はあなた しだ いで ある。」

「忍耐 の顔 に失敗 は存在 しない。」そ

のよ うに主 は ヨセフを栄 え さ せ られ

た。 ヨセフの主人 は主が ヨセフと共 に

あ るのを知 って家中 の持 ち物 をすべて

彼 の手 にゆだね，つ かさど らせ た。 ポ

テパル は このす ば らしい青年 に絶大の

信頼 を置 いたので自分 は持 ち物 の管理

に手 をわず らわされ なか った。

当然 このよ うにす ば らしい人 は異性

に とって魅 力的 であ り， ヨセフ もその

例外 ではなかった。 ひ と言で言 えばい

かがわ しい人物 であ ったポテパル の妻

揖 ， ヨセブを誘惑 しよ うとした。 しか

しヨセ ブが主 によ り頼 んでいたために

手 を触 れ ることもで きなか った。 ヨセ
’

フはポ テパルの妻 に説 いて言 った。

「御主人 は……その持 ち物をみ なわ

た しの手 にゆだね られ ま した。 この家

にはわた しよ りも大 いなる者 はあ りま

せん。また御主人 はあなたを除いては

何 を もわた しに禁 じられま せ ん で し

た。 あなたが御主人 の妻 であ るか らで

すＱ……」 （創 世３９：８， ９）

彼は ポテパルか ら信頼 を受 けてい る

ことを よ く承知 していたので，主人 に

対す る忠誠心か らこの言葉 を守 った と

思 う人がい よう。 しか しそ うではなか

った。なぜ女主 人の求めに従 うことが

で きなか ったか とい う彼 の言葉 に， こ

のすば らしい青年の真の強 さが表われ

て いる。彼 は言 った。 「どう してわた

しは この大 きな悪を お こなって，神に

罪 を犯す ことが できま しょう。」 （創世

３９：９） この言葉 によって， ヨセブは

正 しい ことを しよ うと決意 していたが

それを正 しい理 由のために した ことが

わか る。その理 由 とは，主 を愛 してい

るとい うことであ る。

確 かに，雇用主 や友人 や家族 に忠誠

を尽 くす のはよい ことで ある。忠誠 は

正直 と似て いる。 もしあなたが正直で

なか った ら，本 当に良 い人で はな い。

自分 に対 して嘘 をつ く入 は， 自分 に対

して良 くない一人で ある。 それ は合理化

と呼ばれて いるが事実 は単な る嘘で あ

る。友人 たちはあなたを信頼で きない

ので， あなたは友人 に対 して良 くない

人 であ る。主 はあなたを使 うことがで

きないので，あなたは主 に対 して良 く

３６５
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エ ジ プ トに 売 ら れ た ヨ セ ブ か ら， 神 の 戒 め を 守 る こ と を 学 ぶ

ない人 であ る。 あなたはただ悪 の手本

に使われ るだけであ る。 あなたが失敗

して も，す べてが失 われ る こ と は な

い。あなたはいつ も悪 い模範 として使

われる。

ヨセブが なぜ主か ら愛 され たか， あ

るいは聖典 の言葉で なぜ 「主 が ヨセフ

と共 にお られ……栄え させ られ」たか

という ことは， ヨセブ自身が身を もっ

て はっきりと示 してい る。彼が より頼

む のは主で あった。彼は信頼 を主 に置

き，主 に忠誠を尽 くした。

私 は， シオンの若者が学ぶべ き最 大

の教訓 は これで あると信 じてい る。す

なわち主を愛 してい るが ゆえ に， 正 し

い ことをす るということ。 これは非常

に大切 なので，主を愛す る以外の理 由

で何 ごとかを正 しく行な って もあなた

は誤 ってい る。少な くとも大 揺れに揺

れ る地 面の上 にい ると私 は思 うのであ

る。正 しい行 ないのその理 由は， あな

たを終 りまで支 えきれるほどに強 くは

ないであろ う。都合 や仲 間か らの圧力

や誉れ，名声，賞賛 や束 の間 のス リル

な どの世俗的 な理 由に， あなたはいつ

か負 けて しま うであろう。 あなた の動

機 が主 を愛す る堅 い基礎 の上 に立たな

ければ，耐 え抜 くことはで きない。

今 日この ときに，すべ ての もの は変

化 しているよ うに見 える。現代で は，

侵食 や腐敗，毎年繰 り返 され る車の モ

デルチェンジのよ．うな単 なる変化のた

めの変化を受 けない もの は何 ひとつな

いように見 える。 しか し私た ちが一貫

性 を見 い出せ る唯一の場所が ある。 ヨ

セフ も行 った場所で ある。そ こは主 の
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もとであ る。 「イエス ・キ リス トは，

きの うも， き ょう も， いつまで も変わ

ることがない」 か らである。 そ して最

、も重要 な事実 は， あなたはイエス ・キ

リス トのいない場所 に行 けないという

ことで ある。詩篇作者 の言葉 にある。

「わた しはど こへ行 って
， あなたの

みたまを離れ ま しょうか。わた しはど

こへ行 って， あなた のみ前をのがれま

しょうか。 わた しが天 にのぼ って も，

あなたはそ こにお られ ます。わた しが

よみに床を設 けて も， あなた はそ こに

お られ ます。わ た しが あけぼのの翼を

か って海の はて に住んで も， あなたの

み手 はその所でわた しを導 き，あなた

の右 のみ手 はわ た しを さ さえ られ ま

す。 『やみ はわた しをおおい，わた し

を囲む光 は夜 となれ』 とわた しが言 っ

て も， あなた には，や み も暗 くはな く，

夜 も昼 の ように輝 きます。あなたには

やみ も光 も異 な ることはあ りませ ん。」

（詩篇 １３９：７－１２）

月 を歩 こうが広大無辺 の宇宙 を探 ろ

うが，深海 の中，昼 なお暗 いアフ リカ

に， ソル トレー ク市 に，主 はお られ る

のであ る。

ああ， ただ この ことを知 り，地上 の

生 け る予言者 に 目を向け られ たな ら／

今 日この ときに，生 ける予言者 に従 う

ことこそ，主 なる神 に従 って主 のみ旨

を行 な うことので きる唯一 の方法で あ

る。死せ る予言者を引 きあいに出 し，

生 ける予言者 を無視 し投石す ることに

よって， それ はで きない。現在の予言

者 ハ ロル ド・Ｂ ・リー大管長に従 うこ

とが， この朽 ち果て る世 にあ って私 た

ちの知 り得 る唯一 の真の安寧であ る。

ヨセフの話 の続 きに戻 ろう。私 た ち

は ヨセフの模範 に従 う ことで，むずか

しい事態 をどう処すべ きかを学ぶ こと

で あろう。聖書に は， ヨセフは言 い寄

って くるポテパルの妻を あ くまで拒 否

したが， ある日 「務めをす るために」

家 に入 ったとき，た またま 「家の者 が

ひと りもそ こにいなか った上 （創世３９

：１１） と記録 されてい る。

さて， この ような状態は いつ も危険

で あ り，万全を尽 くして防がな くては

な らない。 ポテパルの妻は ことさら執

ように，上衣をつかんで ヨセフを引 き

寄せ ようと した。 しか しヨセ ブは この

ような状況下でで きる最 善の ことを し

たのであ る。聖 書に記 されてい る。

「…… ヨセブは着物 を彼女 の手 に残 し

て外 にのがれた。」 （創世 ３９：１２）今

の言葉で言 えば，走 って逃 げたのであ

る。

おそ ら くこの行為 は， いか に もその

場 のがれに聞 こえよ う。 しか し， とき

には逃 げ ることしかできない ことが あ

る。 この ときがそ うであった。 ヨセフ

は彼女 とふた りになるとは知 らなか っ

たに違 いない。知 っていた ら家 に入 ら

なか ったであろう。私 はヨセブを心か

ら信 じている。

何 よ りも，危 ない状態 は用心が大切

で ある。私 たちは危険な状態を避 けな

くてはな らない。そ うでないと，負 ける

とい う大 きな危険を犯す ことにな る。

私 は自分の経験か ら，木 の頂す れす

れ に飛ぶ ことが非常 に危 険であ ると知

って いる。私は２６年 間海軍 の飛行士 を
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勤めたが，自分がどれ くらい木の上す

れすれを飛べるかを試 して興奮 した覚

えがある。それは非常に危険なことで

ある。木にすれすれの高度で飛んでい

てエンジンが一度で もノックしたら，

森に墜落：するのである。

では海軍に， 「森の上は飛行機を飛

ばさないこと」という規則を要求する

ことにしよう。実際海軍にはこのよう

な命令がある。私がこの命令に縛 られ

ないで自由になるには， 自分の規則を

自分でつけ加えることが必要である。

たとえば 「木から五千フィー ト以上の

距離を保 って飛ばなくてはならない」

というような。そうすれば，森の上は

飛ばないという海軍の命令が守 りやす

くなり，安全度がはるかに増す。

明らかに後者の規則は自分でつけ加

えたものであり，それを法と混同した

り法のように説明したりしないように

注意 しなくてはならない。それはあな

たが自分を守るために考え出したきま

りである。もしそれを人に説いて聞か

せようとするならば，そのとおりを説

明すべきである。

私たちは，誘惑に負けるか もしれな

いような立場に身を置 くことを慎重に

避けな くてはならない。パウロはあら

ゆる種類の悪から遠ざかりなさいと勧

めているが，それはたしかに， 「すべ

ての悪を捨て去 り」 「罪に陥ることな

く」という主の戒めの追加である。（教

義と聖約９８：１１；８８：８６）私たちがパ

ウロの勧告に従 うならば，主の戒めが

ずっと守 りやず くなるのに気づ くであ

ろう。結婚前の若者が，危険な状態を

避 けるため に誘 惑に対す るとりでを築

くことは非常に大切であ る。私 はその

い くつかの とりでを提案 したい「

１，異性 と １対 １にな る家 に幣行か

ない。

２，異性 と １対 １にな る部屋 には入

らない。

３， ネッキ ングやペ ッテ ィンダを し

ない。聖典 の どこに も主 は 「ネ ッキン

グやペ ッテ ィングを して はな らない」

と言 ってはお られない。私 はその こと

を承知 して いるが，主 は 「あなた は姦

淫 やそれに類す る ことを して はな らな

い」 と言 われて いるので ある。

４，ふ た りだ けで暗い道に車を止め

ない。

５， いわ ゆるポル ノ文学 と呼ばれ る

ものを読 まない。

６，成人映画を見 ない。

７，飲酒や ギ ャンブルの施設 で時間

を過 ごさない。

もちろん これ らは，個人的 なきまり

のわず かな提案で しかな い。 あなたは

「あの人 とは決 して デー トの約束を し

ない」 というような 自分だ けの きま り

を作 るべ きで ある。 きま りは今までの

経験 や自分 の弱点な どに よって，決 ま

るで あろう。

む ろん自分の とりでが いつ も功を奏

す る保証 はない。あ るものは崩れ るで

あろう。 きまりを破 った り失敗 した り

す る こともあろう。その ような ときに

は ヨセフの ことを思 い出 し，彼の模範

に従 いなさい。 あなたは いつで も走 っ

て「その場 を逃 れ る」ことがで きる。主
’

の戒めを破 らないうちに逃げなさい。

た しかに ヨセ フは逃 げた。 そ してそ

のために社 会か ら閉め出 されて一 時牢

屋 に入れ られた。 しか しヨセブが もし

逃 げなか った とした ら， おそ らく永久

に神の御前 か ら閉め出されて永遠 の囚

われ人 にな ったであろ う。偉大 な予言

者 にな るに必要 な，神 との交通 を受 け

られない状 態にな ったで あろ うか らで

あ る。

現代 のシオンの若者が主 の前 に正 し

く歩 み，主 の戒 めを守 ってふ さわ しく

な るな らば，主 は大 きなすば らしい祝

福 を用意 して いて くだ さる。それ はこ

のように記 されて いる。 「目がまだ見

ず，耳が まだ聞かず，人 の心に思い浮

び もしなか った ことを，神は， ご自分

を愛す る者た ちのために備え られた。」

（１コ リン ト２ ：９） このよ うな祝福

は，ただ主の戒めに従順 であ ることに

よって のみ， もた らされ る。

「そ もそ も創世の以前 より天 に於て

定 め られた る一つの変 らざる律法 あ り

て， あ らゆ る祝福は これ に基 くな り。

す なわち，われ ら何 にて も神 より祝福

を受 くる時 は， この祝福 の基 く律法 に

従 うによ りて然 るな り。」 （教 義 と聖約

１３０：２０，２１） ⊇『

主 はまた この ように言 づ て お ら れ

る。 「もしあなたがたがわた しを愛す

るな らば，わた しのいま しめを守 るべ

きで ある。」 （ヨハ ネ１４：１５）

私た ちが主 を愛す るがゆえに正 しく

歩む よう，祈 るものであ る。なぜ な ら

これ こそが正 しい理 由だか らであ る。

’イエス ・キ リス トの御名によ り， アー

メン０
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教 会 幹 部 の 話 か ら

人が指導者 として成功するに必要な

初歩的原則のひとつとして，指導者で

ある前に真の改宗者でなければならな

いとはよく言われることである。これ

は，宗教の世界にあっても同様に基本

的原則のひとつである。最も容易なら

ぬ神への冒とくは口先だけの信仰であ

り，暴言をはくことではない。神はそ

のように心は遠 く離れているにもかか

口

十二使徒評議員会補助

ス ター リ ング ・Ｗ ｒシル

わ らず， 口唇で もって近づ こうと した人々 に，幾度 とな く強

い非難 の言葉 を浴 びせ られた。主 は十二使徒の頭 で あったペ

テロに もこの ように言 われた ことがある。 「シモンよ……あ

なたが改宗 した ときには ．兄弟たちを力づけてや りなさ い。」

（欽定訳ル カ２２＝３１，３２）

シモン ・ペ テロは， 自分では， もうすでに真 に改宗 してい

ると思 ってい たので，そ う言われた ときに少 し感情 を害 して

しまったか も しれない。 しか しその夜裁 きの場 で ３度 ・ｆエス

・キ リス トを拒んだ とい うことは，まだ彼 が完 全には改 宗 し

ていか なか った ことを示 してい る。ま た ある人は，重大 な宗

教上 の問題 と して，私た ちの ほとん どがただ単に 「聖書 だけ

の クリスチ ャン」で ある ことを指摘 してい る。 と言 うことは

キ リス ト教 の精神 とい うものが主 と して聖 書の中だけに存在

し， それ が私 たち 自身 の中 にあまり浸透 していない とい うこ

とで ある。 また， どん なに繁 く大学 に通 った と して も， も し

大学 での教育 とい うものが幾分 な りとも私た ち自身の中 に浸

透 していなければ， それは取 るに足 らない もので ある。同様

に，確 かに教 会に行 けば， すば らしい恩恵 の生ず ること もあ

るだ ろう。 しか し，真 に偉 大な ことは，教会 の教 えが私た ち

の中 に入 り込 んで きた ときにのみ起 こり始 めるのである。

少 し前 に行 なわれた調査 の結果，質 問を受 けた人 の うち，

実 に９５％以上 が，神を信 じてい ると答 えた とい う。 しか しな

が ら実際 に主 の真の弟子 と して，あ るいは，主 の教義 に対す

る真 の改宗者 と して数 え られ る人 は，その数 には るか に及 ば

ないで あろう。かつて， 正直 とい う ものを信 じてい る １，０００

人 の中 に，実際 に正直 な人 はひ とり しかいない と言 ったのは

マハ トマ ・ガンジー （１８６９－！９４８） であ つだ６確 かに， だれ

で も正直 という ものを良い ことだ と信 じてい るであろ うが，

ここで更 に私 たちは，昼 日中，ぴ とりの正直者 を探 し出す た

めに，火 をつ けた ランタンを手 にアテ

ネの町 を歩 き回 った， あの哀れなデ ィ

オゲ ネス（４１２－３２３ギ リシャの哲学者）

を思 い起 こす ので ある。 もし仮 に，私

が正 直 とい うものを信 じているか と聞

かれた ら，おそ ら く私 は，少 なか らず

気分を害 して しま うことだ ろう。 そ し

て，私が正直 とい うものを信 じてい る

と， あなたは 当然 知 ってい るはずなの

に と思 うだろ う。 ここで， ほんの少 し前 に，私が経験 した こ

とについて，話 してみよ う。

家族で， ア リゾ ナか ら ドライブ して帰 る途中，私た ちは，

ガソ リンス タン ドに立 ち寄 った。そ こで給油 して もらって い

るときに，子供のひ とりが 「ソーダを買 って」 と言 ったので

私 は飲物 の自動販売機の所 へ歩 いて行 き， １０セ ン ト硬貨 をお

金 の投入 口に入れ， まず，ひ とびん出 した。 つぎに， また１０

セン トを入れ， もうひ とびん出 し，またつ ぎに１０セン トを入

れ，更 にひとびん取 り出 した。 ところがその機械 は止 ま らず

に， もうひ とびん， ただで とび 出 して来た。結 局，３０セン ト

で ソーダびん ４本 を得 る ことがで きたのであ る。それを運 ん

で車 の方 に歩 いてゆきなが ら， 「とにか く， もともとこんな

物 はお金 をた くさん取 り過 ぎて いるんだか ら」 と， 自分に言

い聞かせ た。 しか し， その時，私 の頭 の中で いつ も働 いてい

るちっちゃな心 の番人 が騒 ぎ立て始 め， 「ち ょっと待 ちな さ

い，ス ター リング／ どうせ やるな ら， そんな１０セン トぽ っち

ではな く， もっ と大 きな ことをや らなきゃ」 と， ささや きか

けた。

も しその ソーダ水が２５セン トだ った らどう しただ ろうか，

と言 うことはわか らないが， とにか く私 は， その販売機 の所

へ引 き返 し，１０セン トを入れて きた。さて，皆 さん，私が正

直 とい うものを信 じてい るか どうか， どう してわか ることカミ

で きるだ ろうか ？，私 がその ことについて言 う言葉 によって

あるいは，私 以外にだれ も見ていない自動販売機 の所 に行 ？

た ときの私 の行 ないによってであ ろうか ？ またあなた方 は

私が福音を真実な もの と して信 じてい るかどうか， どうや っ

て言 うことがで きるだ ちう。私 が証 会で語 る言葉 によって そ

れ とも，私が教会でのい ろんな責任 を果 たす や り方 によって

であろ うか ？
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救 い の 福 音 を 教 え な さ い

大 管 長 ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リー

愛す る兄 弟姉妹 の皆様， そ して ラジ

オ， テレビを通 じて この説教 に耳 を傾

けてい る友人 の皆様 へ。

私 は， しば らくの問， この偉大 な大

会 に霊感 が留ま るよう願 ってい る。

当教 会が組織 された 日， そ して その

後 ま もな くして，主 の御言葉 が この神

権 時代 の予言者 に臨 んだ。主 は， この

末 の 日にキ リス トの教会が設立 された

ことを宣言 したあ と，時 の大管長 に戒

めを与 え， 「天 よ り能力を彼 に与 え」

た もうた。 これ は第一 に 「堕落 した る

或 る民 の記録 と……イエス ・キ リス ト

の完全 なる福音」（教義 と聖約２０：８，

９） とを世 に出すた めで あり，第二に

世の光 とな し，教 会員 とこの光 を求め

る非教会員 とのため にひ とつの旗 とな

す ためで あ り （教義 と聖約 ４５：９参

照 ），第三に，人 々に主の降臨 のために

備 えを させ るためで あり，第 四に， あ

らゆ る国々に力を込 めて完全 なる福音

を教 え るためであ った。 （「教会歴史記

録 」第 ４巻 〔英 文〕 Ｐ．５３７）

国家 に， そ して世界 に，重大 な問題

が山積 み されてい る今 日，世界中 の人

々は，入類 を悩 ます疫病 の治療薬を捜

し求 め， また未解決 のまま残 されて い

る世界 の諸 問題 を解 く鍵 を捜 し求 めて

い る。

古代 の予言者 たちは，誤 った所で，

誤 った方法 で解決法を求めて右往左往

す る現代 の完全 な挫折の時代を先見 し

て いたよ うに思 われ る。予言者た ちは

次 のよ うな時代の来 ることを先 見 して

いた。 「わ た しが ききんを この国に送

る 日が来 る。それはパ ンの ききんでは

ない，水 にかわ くので もない，主の言

葉 を聞 くことの ききんで ある。二さ らに

予言者 は語 った。 「……主 の言葉 を求

めて， こなたかなたへはせまわ る， し

か しこれを得ないであろ う。」（アモス

８ ：１１，１２）

’

この挫折の時代に，私たちにはあら

ゆる方面か ら様々の質問が寄せ られて

いるように思われる。例 えば次のよう

な質問である。

教会は人口過剰と産児制限の問題に

ついて，どのような立場をとっている

のか。

堕胎に対する教会の見解はどうか。

世界中に満ちている， 自由への脅威

にどう対抗するのか。

反道徳的行為の洪水 と少年犯罪の増

加について教会はどのような見解をと

っているのか。

家族のきずなを強め，不道徳の波を

押 し止め，自立 と責任と道徳的肉体的

訓練の必要性を教えるために，一体何

ができるのか。

こういった諸問題に対する解決策は

ないのだろうか。

私の話を進めるにあたって，お よそ

１０年ほど前，故 デビ ド・０ ・マッケイ

大管長がこの説教壇か ら語 られた，き

わめて重要な説教を一部 ここで繰 り返

してみたいと思う。
「この変化 して止まない不穏な時代

にあって，自由を愛する人々の最大の

責任であり，また最高の義務とも言え

るものは，個人の自由の確保に務め１

人 と神 との関係を宣言 し， イエ ス ・キ

リス トの福音 の原則 に従順で なければ

な らない ことを高 らかに 宣べ伝 えるこ

とにある。そ うす ることによ っては じ

めて，人類は平安 と幸福 とを見出すの

であ る。」 （「・ｆンプル ーブ メン ト ・エ

ラ」１６６２年１２月号 Ｐ．９０３）

こう言 うと，必 ず質 問が出 され る。

では， この要 請に対 し私 た ちは どうす

れば よいのか， と。

使徒 パ ウロが ローマで捕 われ の身 に

な っていた とき，彼 はテモテに次 のよ

うな手紙 を書 き送 った。

「御言 を宣べ伝 えなさい
。時が良 く

て も悪 くて も， それを励 み， あ くまで

も寛容 な心で よ く教 えて，責 め，戒 め

勧 めなさい。

人 々が健全 な教 に耐 え ら れ な く な

り，耳 ざわ りのよい話を して も らお う

と して， 自分勝手 な好みに まかせて教

師た ちを寄 せ集 め，

そ して，真理か らは耳 をそむけて，

作 り話の方に それてい く時が来 るであ

ろう。」 （皿テモテ ４ ：２－ ４）

再びマ ッケィ大管長 の言葉 を引用 し

てみよ う。

「パウ ロが このテモテに送
った最後

の書簡 の内容 は，今 日で も同 じよ うに

重要 な ことで ある。す なわち……あ ら

ゆる所 に住 む教会員 は 『御言 を宣べ伝

えなさい。時が良 くて も悪 くて も， そ

れ を励 み て熱心で， ま じめで あ りなさ

い， とい う意味で ある）』 なさいとい

うことである。

今 日，混乱 した世界 のただ中 にあっ

て，真 の末 日聖徒の心の中に は，何を

宣べ伝 えるのが という疑問はない はず

で ある。 その答 えは，青天 白日の ごと

く明 らかで ある。……

簡潔 に言 えば，私 た ちが宣 べ伝 え る

べ き御言葉 とは，福 音の救い の計 画で

ある。
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今 日，人間の出来事においても神の

導 きが必要であると言 うとき，他の人

々をおもんぱかって妥協的態度を取る

人を見るのは，別に目新 しいことでは

ない。

しか し，私はあなた方に申し上げた

い。時が良 くても悪 くても，永遠の父

なる神に対する信仰と，その御子イエ

ス ・キ リス トに対する信仰と，聖霊に

対する信仰を宣べ伝えなさい。

福音の計画の根本が個人の尊厳にあ

り，神の業と栄光が 「人に不死不滅 と

永遠の生命とをもた らす」 （モーセ １

：３９）ことにあることを宣べ伝えなさ

い。……

神が生 きてま しますことと，神の愛

する御子が人類の贈い主であり，救い

主であること，御子がその御名をいた

だ く教会の頭に立っておられること，

さらにはこの地上で主を代表するよう

権能を与えた人々に，主が導きと霊感

を与えてお られることを宣べ伝えなさ

い 。

この生 命め計画を，生 き方を，そ し

て この救 いの計画を宣 べ伝え る責任 は

全教会員に託 されてい ることを説 きな

さい。だが， とりわ け，神権の職 に按

手聖任 され，「人々の間で指 導者 と して

また僕 と して召 された人々に託 されて

いる ことを説 きなさい。」 （「インプル

ーブメン ト・土ラ」１９６６年１２月号 Ｐ．

１０９３）

これ らの永遠 の真理 は，１９７２年の今

日にお いて も， イエスが は じめて説い

た とき と同様 に当て はまる。 また， こ

の真理 は，人類 の生命の続 く限 り，人

類が進歩 と幸福 を求 める限 り；根本原

理 として， また必要欠 くべか らざるも

の として残 る こ．とで あろう。

話 は，著名 な教育者の言葉か らの引

用 で続 いている。

「世界で，社会的，政治的 な刷新が

可能で ある とすれ ば，道徳面 の理想を

著 しく刷新す る ことを第一 に しなけれ

ばな らない。」 （ミズ ー リ大学， Ｊ ・ウ

ィ リア ム ・ハ ドソン博士）

こう言 うと， ある人々 は即座 に， し

か もはんで押 したよ うにそのような説

は，余 りに無邪気で，現実 の時 の流れ

に追 いついていけない人 間か ら出た も
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のである，と嘲笑する。事実，咋今の

社会科学を専攻する学生の中で，そう

唱道する者 もいた。だがそのような学

生 は，自分たちの知識が本当に微々た
れ

るもので しかないということを認識 し

てはじめて，微々たる学問で も危険で

はな くなるものだということを知 らな

い学生であったことは言 う まで もな

い。

時間があまりないため，私たちの世

代を脅かす驚 くべき問題を二，三取り

上げて，若干の意見を述べるにとどめ

よう。

この教会の初期の迫害のさ中にあっ

て，聖徒たちは，敵の脅威にいかに抗

するべきか，熱心に主に祈り求めた。

それに対 し，主は次のように答えら

れた。 「この故に汝 ら戦を棄て平和を

宣言 し，子 らの心にその先 祖 を思 わ

せ，先祖の心に子らを思わせんことを

熱心に求むべ し。」（教義 と聖約９８：１６）

そ して，次のような重要な約束が与

え られた。
「また，われ汝 らに告 ぐ，もし汝 ら

何事にまれわが命ずるところを守 りて

為さば，主なるわれ，すべて怒りと憤

りとを汝 らより去り，か くて地獄の門

は汝 らに打勝つ ことなかるべ し。」（教

ｉ義と聖約９８：２２）

教会の歴史の初期においては，次の

ような，啓発的な主の御言葉が与えら

れた。
「何人 もその国の律法を破ることな

かれ。そは神の律法を守る者はその国

の律法を破る要なければなり。

この故に今ある権力に服従 し，統治

すべき権能を持ちてすべての敵を脚下

に踏みつくる者の統治す る時の至るを

待つべ し。」（教義と聖約５８：２１，２２）

この神権時代の霊感を受けた予言者

は，現在私たちが 「信仰箇条」と呼ぶ

ものの中で， この教会員の信条を宣言

した。
「われ らは，王，大統領，統治者，

長官に従 うべきを信 じ，また法律を守

り，敬い，支 うべきを信ず。」（信仰箇

条第１２条）国家の危急存亡の際にも，

私たちはこの宣言に従って，国の権威

にも服するのである。

簡単に言えば， このとき聖徒たちが

ぢ

言われたことは，敵 との戦いを避ける

ため，戦いを捨て，平和を宣言 しなけ

ればならず，またそのためには，まず

家庭で親と子供が，平安に過ごすこと

か ら始めなければならないということ

であつた。

主はさらに約束を与えて，もし怒り

と憤 りとが打破されるなら，サタンが

聖徒たちに悪の力をふるって も，決 し

て成功することはないであろうと言わ

れた。

教会内においても，社会において も

この悪に対する備えをどこで開始 し，

初期の段階で阻止できない場合，悪に

対する戦いをどこで武装闘争に切 り換

えるかについて，主は一点の疑問 も残

されなかった。

主は，子供たちが主の前に正 しく歩

むように教える戒めを両親に与えた後

私たちの中に主から見て喜ばしくない

人 ：々がいることを指摘された。主の御

言葉によれば，「怠る者その中にあり，

彼 らの子 らもまた今や次第に悪事に増

長 し，永遠の富を熱心に求めず してそ

の眼は 貧欲を以て 充さるればなり。」

教義と聖約６８＝３１）

この言葉をはっきり理解するならば

私たちは，あらゆる悪の根源がどこに

存在するのか，ずっと教えられていた

ことがわかる。私たちの子供たちは，

これまで家庭で両親から正 しく教えら

れてはこなかったのである。私たちの

地域社会では，これまで，必要な物資

を買うために働 きたいと願 う人々がい

た場合，勤労を促 さないで怠惰を奨励

するような政策を採用し，怠惰や失業

を最小限に抑える方策を採用 してこな

かった。

近代の開拓者たちの指揮者ブリガム
・ヤング大管長は，開拓時代の政治家

として，勤労の大切 さについて，次の

ように語 った。
「私の経験を通じて知 り，私の信念

となったことは，もし人が充分健康で，

何かすることがあり，必要なものを働

いて稼ぎ出せるのなら，人々に，金銭

食糧，衣服などを与えることは決 して

益にならない， ということである。 こ

れが私の信念であり，私はこの信念に

従って行動するつもりで毒る。 これと

． ．梶 ．． 巴
驚
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世 界 中 の 聖 徒 に 送 る 警 告 の 声
勢

反対のや り方を説けば，世の中のあら

ゆる社会を破滅に導 くことになるであ

ろうし，またその社会を怠け者の集団

に変えて しまうことであろう。」 （「プ

リガム ・ヤング説教集」〔英文〕（（デゼ

レト出版社１９４３年版））Ｐ．２７４）

ここでしばらく本題から離れて，以

前のこの朝の大会での話を引用 してみ
り

たいと思 う。何年か前 福祉計画が始

め られたときの指導者たちの言葉であ

る。
「ただ単に人に食糧 と衣服を与える

だけではない。無論それも重要なこと

は知っている。だが，それ以上に，永

遠の性格を もつ人に，独力により，創

造的な活動により，誉高い労 働 に よ

り，そして奉仕により，己を築き上げ

させるのである。 ここに教会保全計画

の本質がある。怠惰な風潮に浸って育

て上げられた世代は，その高潔さを維

持 していくことができない。」（リチャ
ー ド・Ｌ ・エバンズ 「インプルーブメ

ント・エラ」１９３６年第３９巻 Ｐ．７６８）
「当初から，福祉計画の遠大な目的

は，与える者，受ける者を問わず，教

会員ひとりびとりの人格を築 き上げる

ことにあった。このようにして，人の

心の奥深 くに存在する，あらゆる素晴

しいものを維持 し，霊をあふれんばか

りに豊かにし，実を結ばせ る の で あ

る。そ して，結局，ここに教会の使命

があり，教会の存在する目的と理由が 』

あるのである。」（アルバー ト・Ｅ ・ボ

ゥエン 「教会福祉 〔英文〕 （（デギ レト

日曜学校組合１９４６年版））Ｐ．．４４）
．教会員
であるあなた方は， これ ら天

から霊感によって与えられた諸訓戒を

霊感あふれ る指導者たちの言葉のとお

りに実行に移すたあに，全教会員に，

家族を指導 し，参加させる目的で，家

庭の夕べの計画が与えられていること

を認識 しなければならない。これと関

連 して，主は，教会の福祉計画におい

て現世の救いの計画を与えて下さって

いる。この計画では，だれでも， 自分

の能力の範囲で，労働と金銭によって

施 し物を したり，奉仕をしたりするζ

３７２

とがで きる。 また， それ ら奉仕 の実か

ら何 ものか を受 ける こともで きる。 そ
’

れは，困窮者 自身 もかつてはその実の

生産者だったか らであり，何 ら当惑す

ることも遠慮することもな く，必要に

応 じて，物資を受け取 ることができる

のである。

さらにこの上，主 は子供 と青年のた

めの活動を開始するよう指図 し，また

教会の補助組織 と神権定員会の組織で

働 く母親や父親に指示を与え られた。

こうしてすべての人々が与える者 とな

れるように，あらゆる手段が講 じられ

るのである。 この教会の青少年のため

の活動を評 して，ある外部の入は，注

意深 く観察 した結果，次のように言っ

た。 「これほど数多くの立派な活動に

参加す る機会が与えられれば，悪い活

動に心を向ける時間は，まずないでし

ょう。」

だれでも少し考えれば， こうした健

全な社会一般の原則が，罪悪や失業や

少年犯罪に悩むすべての地域社会に取

り入れられなければ，不穏な空気 と困

苦の種が，正に主の警告のとおり，そ

の極限にまで達することがわかるであ

ろう。これ ら，正 しい生 き方の原則と

主の救いの教えを適用することに注意

を向けなければ，私たちは，悪の力が

その手を伸ばして，家庭に，国家に，

そして世界に挑戦 して くることを覚悟

しなければならないだろう。

こうなったとき，主御自身の予言に

あるように，平和ではなく，つるぎが

技げ込まれるのである。 これは，息子

を 「その父 と，娘をその母 と，嫁をそ

のしゅうとめと仲たがいさせるためで

ある。そして家の者がその人の敵とな

るであろう。」（マタイ１０：３５，３６）

あなた方は， これが現実に世界中の

数多 くの家庭に起きていることに，気

づいているだろうか。人類と世界を救

う主の計画に，私たちの生活を完壁に

適合させるために，さらに言葉を加え

る必要があるだろうか。もし私たち教

会員が指導者の勧告に耳を傾けるな ら

主の言われた，次の約束が与えられる

であろう。

「……地獄の門 も汝 らに打勝たざる

べし。而 して，誠に主なる神は汝 らの

前より暗闇の力を追い払い，汝 らの為

と神の御名の栄光のためにもろもろの

天をも震い動かしめん。」（教義 と聖約

２１：６）

私たちは大胆に，世界のあらゆる所

に住む高貴な入々も皆，全人類を祝福

に導 く同じ道を歩むよう促すつもりで

ある。

だが，現在，全世界の教会員は，義

の力と悪の力との間にたたかわされて

いる，終りを知 らない戦闘のために全

力を尽 くさなければな らない。予言者

ジョセフ ・スミスは，彼自身の経験か

ら，十二使徒たちに次のように話 して

いる。それ以来，私たちは皆，この言

葉が真理であると証することができる
ナ お

であろう。 ジ ョセブは こっ茜った。

「あなた方 は
， あ らゆる種類 の試練

を経験す ることで あろ う。 あなた方が

試練 を受 ける ことは， アブ ラハ ムや他

の神 の人 同様，全 く必要 な ことなので

あ る。そ して……神 はあなた方 を追 い

求 め，捕 え， あなた方 の心 の琴線 をひ

ね り回す ことであ ろう。 だが， もしこ

の試練 に耐 え ることがで きないな ら，

あなた方 は， 神の 日の栄 の王 国におい

て受 け継 ぎを得 るにふ さわ しい者 とは

なれないで あろう。」 （ジ ョン ・テイ ラ

ー 「説教 集」第２４巻〔英文〕Ｒ １９７）

再度申 し上 げ る。 ある人 口過 密国家

において非常 な貧困が あった と して も

神が時 の初 めに与 え られた，「ふえよ，

：地に満 ちよ」 とい う神聖な戒め に従わ

ず，人 口制限 をす るような方策を とる

ことは， 由々 しい罪 である， とはっき

り申 し上 げる。 ま ことに， その ような

方策 を取 り入 れて，生命 の誕生 を妨害

し， また誕生前 や誕生後 の生命 を断 っ

て しま うよ うな人 々は，神 の罰 とい う

大 きな報 いを受け るであろ う。神 は侮

られ るような御方 ではない か らで あ

る。

現在非常に必要 な ことは， あ らゆる．

可能な手だてを講蟻 こうした不幸
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な人々の間に見られる無知に打ち勝つ

ため，世界的な運動を起 こす ことであ

る。このような地域でこそ，主の救い

の計画に範をとった，正 しい生活と自

制を教える根本的な原則，及び健全な

経済原則とを取 り入れなければな らな

いのである。

この教会は，その方法を示す上で先

頭に立たなければならない。私たちが

そうして，始あて古代の予言が成就 し

始めるだろう。予言者は次のように言

った。 「主の家の山は，もろもろの山

のか しらとして堅 く立ち，……すべて

国はこれに流れてき，多 くの民は来て

言 う， ｒさあ，われわれは主の山に登

り，……彼はその道をわれわれに教え

られる，われわれはその道に歩 もう』

と。律法はシオンから出，主の言葉は

エルサレムか ら出るか らである。」（イ

ザヤ２：２， ３。 ミカ４：１， ２も参

照）

世界の国々に起 こっている政治上の

混乱に関して，私たちが切に祈ること

は， このアメリカ合衆国と他の諸国と

が，市民の自由と政治上の自由が保障

されるような政治体制を取 り入れて繁

栄を続けようとするときに，予言者イ

ザヤや予言者 ミカに与えられた古代の

予言が成就するのを心から待ち望みた

い，ということである。その予言はす

でに引用 した， 「律法はシオンから出

主の言葉はエルサレムから出る」とい

う予言である。その日が来れば，自由

諸国の祝福と自由は，現実に具体的な

ものとなるであろう。

最後に，自由の敵によって広 く流布

されている教えのうち，大きな危険を

はらんでいるものをひとつ とりあげて

お話 しよう。それは，本質的には，私

たちの愛する予言者であり，政治家で

もあった Ｊ・ルーベン ・クラーク・ジ

ュニア副管長が， 「聖典に記されてい

る共同制度 という主の計画を模倣 した

サタンの愚かな試み」 と表現 したもの

である。私たちの教会の現在の福祉計

画は，教会員がこの共同制度 という計

画に従って生活するのにどの程度準備

ができているかを知るための，いわば

「予備訓練」芒で も言える もの で あ

る。 この原則を踏み行なったひとつの

、 ．．㍉
＼ 、

実例として， 「モルモン経」と呼ぶ古

代の．聖典に記録 されているように，犠

牲と奉献の律法に完全に従って生 きる

ことにより， このアメリカ大陸に喜々

とした平和な状態に達 した民を見るこ

とができるのである。 この民は皆，改

宗 して主を信 じたため， 「富んでいる

者 と貧 しい者 との区別もなく，自由な

者 と奴隷 との区別もなくて，誰 もかれ

も……天の賜を授けられた」ため，全

地で 「まことに……この民ほど幸福な

民があるはずがなかった。」（ｙニープ

アイ３，１６）

教会内の善意に満ちた人々の中には

イエス ・キリス ト．と神の王国の福音の

偉大な原則を，いわゆる 「宗教熱」 と

言われるようなものでおきかえて， こ

れまで責任を果 してきたように思い込

んでいる人もいる。だがその結果は，

動機がいかに誠心誠意であろうと，こ

れ らの危難に対処するために神の定め

た神権の組織以外の団体を使うことに

より，混乱を引き起 こしてきただけで

ある。そのようなことをしたために，

これまで教会の兄弟同志で対抗するよ

うなことがあり，そして，主が悪に対

抗するために設け られた，教会と神の

王国の神権組織 という最大の武器の一

致を弱めることもあったのである。そ

のような団体が：二，三形成 され，似て

非なる方策と処置をとったため，教会

か ら離れ，背教 し，っ いには教会か ら

破門されてきたのである。

私たちが神権者の指導に従うな ら，

たとえサタンが領土を支配することが

あって も，主は啓示の書のはしがきに

記 された約束を成就 して下 さるであろ

う。主は次のように約束 して下さって

いる。 「……主 もまたその聖徒 らを支

配 し，その真中にありてこれを統治せ

ん。而 して…… この世に下る審判のた

めに天より降り来 らん。」（教義 と聖約

１：３６）

私 はすべての教会員が主の真実 ρ旗

印のもとに結束 し，イエス ・キリス ト

の福音を，雄々しく教えるよう勧めた

い。また，それによって，真に改宗 し

た人々が主の救いの計画に反 して，論

争 に終始するような意見や方針 と結託

す るような ことが決 して起 こらないよ

う，切に願っている。

主は確かに神権を通 じて聖徒たちの

ただ中で統治 してお られる。主は，人

の手による組織を通 してではなく，私

が これまで述べてきたような組織を通

して権能を委任 しておられ るの で あ

る。

話の結びにあたり，私は教会 と国家

と世界のために謙遜に祈 りをささげた

いと思う。もっと言 うべきことがある

ことは重々知っているが，この祈 りを

通 し，しばらくの間，あなた方と信仰を

ひとつにしたいと心か ら願っている。

「天にまします，われ らの永遠なる

父よ。今 ここに集いたるわれ らの祈 り

を聞きたまえ。激流のごとく世をおお

いつつある悪の力を水泡に帰するため

われ らのためを思いて，教会 と世界の

義 しき男女がな しつつあるすべてのこ

とを清めたまえ。あらゆる国民，部族ｉ

国語，民族に汝の偉大な瞭いの計画を

もたらさんとの熱意を，われ らの内に

燃やしたまえ。かくして汝の予言が成

就 し，水が大いなる深みをおおうが ご

とく真理が全地をおおう，その栄光の

日を仰ぎ見ん。

われ らと汝の業が汝の目的に一．致す

．るそのとぎま．で，汝の全能の力をもて

われらを護 りたもうよう，’願い奉る。

われら，汝の守 りの眼の保護のもとに

われらを置き，汝が決 してわれらを見

捨てず，汝の目的の成就に必要なる指

導を続けてたまわるよう祈 り奉る。」

私は， この心か らの祈 りに加えて，

教会員 と世の人々に向けて証を述ざ牟

い・それは・、主イ罫 ’や ヌ ゆ 購
いを通 じ， 「すべての人類が，福音の

おきてと儀式とを守ることによりて救

わる」（信仰箇条第 ３条） ことである。

私たちが携わっているこの業は，本

当に主の御業である。主は生 きておら

れ，私たちが主に近づ くにふさわ しく

なるよう備えさえすれば，主はいつで

も喜んで私たちに近づこうとしておら

れるのである。

私自身の個人的な経験から，今まで

厳粛に申 し上げた ことが真実であるこ

とを知っている。主イエス ・キリス ト

の御名により。アーメン。

３７３
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七十人最高評議員会会員

Ａ ・セ オ ドア ・タ トル

「そ簿 ∴ 騒 鍛饗

に天幕 を張 った。 またイサクの しもべ

た ちは そ こに 一つの井戸 を掘 った。」

（創世２５：２６）

祭壇，天幕，井戸。 イサ クは アブラハ

ムや ヤコブの ような人で はなか った。

・イサ クは，．「忠実 な者の父」 と呼ばれ

たアブ ラハ ムに及ば なか った し， また

十二支族 の父 となった息子 ・イスラエル

（ヤコブ） のような強 い印象を残す人

で もなか った。 それで もイサ クは愛 さ

れ，尊敬 されて いる。イサ クは神を礼

拝 し，家族の世話を し， 自 らの仕事に

携 わった人だ った。 イサ クはただ平 和

の人 と して知 られて いる。イサ クの ご

く平凡 な生涯 と， 日常の事柄を大切に

す る彼の才能 とが，彼を偉大 に したの

で ある。

祭壇，天幕 ，井戸，それは礼拝， 家

庭，仕事で ある。生 活の基本 とな るこ

れ らの ものは神 と家族 と仲聞に対す る

関係を表わ してい る。 また， この地上

に住む人 はだれであ って も， この ３つ

にかかわ りを持 つのであ る。

イサ クは石 で築 いた祭壇 で祈 りをさ

さげた。 そ してそ こで，人生 の疑問 に

対 して答 えを求 めた。 「ど こか ら来 た

のか。 なぜ ここにいるのか。 ど こへ行

くのか。」

これはだれ もが抱 く疑問 である。人

は この疑 問を抱 き続 けてゆ くので ある。

聖書 のみで は， この疑問 に答 えるこ

とはできない。 しか し啓示 に基づ いた

宗教 は，明確で確固 と した回答を与え

て くれ る。 回復 された完全 な福音 によ

ってその ことが わか るので ある。すな

わち，私た ちは， この世が初 まる前，

日の栄光 の家で天父 と共 に 住 ん で い

た。 そ して そ こで学び，進歩 し，成長

した。 また肉体を得 られ るこの世 に来

る ことを熱望 した。 さ らに私た ちは，

回復 され た福音 の原則 と儀式 に忠実で

あるな らば，永遠 の家族 として結 ばれ，

復活後，天父のみ もとに帰れ るのであ

る。

私た ちは，啓示 によって，天父が生

きてお られ ることを知 ってい る。 イエ

スは霊界 にあって長 子 とな り， この世

にあっては独 り子 とな られた。イエス

はキ リス トであ り，私 た ちの救 い主，

贋 い主 であ る。 「人 に不 死不滅 と永遠

の生 命を もた らす」 ことが， キ リス ト

の御業であ り， キ リス トの栄光 なので

ある。 （モーセ １ ：３９）

私 た ちはイエス ・キ リス トが生 きて

お られ ることを知 ってい る。 それ は，

この末 日の御業 を打 ち建 てるため， こ

の時代 の人 々にお現 われ になったか ら

であ る。今 日地上 には，神 より召 され，

神 の神聖 な 目的 を遂行すべ く聖任 され

ている生 け る予言者 や使徒が いる。真

実 に して唯一 の現存す る神の教会 は，

この末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会で

ある。 そ して神が選ばれた予言者は，

ハ ロル ド・Ｂ ・リー大管長で ある。近

代 の啓示を主 に感謝す る。それは人生

の大切 な疑問 に確固 と した答 えを与 え

亀
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神， 家 族， 仲 間 に 対 す る 関 係

て くれ， また私 たちは， その答 えの中

に，平安 を見 出す ことが できるのであ

る。

神 の御言葉 と御業 を知 るために， イ

サ クは祭壇 を築 き， その前 にひざまず

いた。 イサ ク自身 とその家族 の家庭 と

な った天幕 は，今 日の私 たちの家庭が

そ うであるように，神聖 な もので あっ

た。

末 日聖徒 に とって，家庭 は聖 い所で

あ り， この世へ来 る前 の 日の栄光 の王

国の家 庭になぞ らえ られ る も の で あ

る。神権 によ って導 かれる家庭 は，最

も気高 く霊 的な ものである。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 は，

家族 を重 ん じる教会 である。従 って伝

道 にあた って，私 たちは家族 を教会へ

導 くよ うに してい る。家族 を永遠 に結

ぶ原 則を教 え， それ に必要 な儀式 を執

り行 な ってい る。確 かに， この教会が

第 一に 目的 とす るものは，家族 を完全

に し， 昇栄 させる ことにある と言 うこ

とがで きる。

今 日，父親，母親， また子供 のそれ

ぞれの役 割について，誤 った考 え方が

広 く行 き渡 ってい る。予言者 ジ ョセブ・

ス ミスは，家族 の天命 は， 日の栄光 の

王 国で家族 が共 に生活 する ことにある

と説明 してい る。 自己の役割 を正 しく

理 解す るには，人の生命 の永遠性，す

なわ ち，前 世でめ存 在，現世 にいる 目

的，将 来行 くべ き道について知 らなけ

ればな らない。私 たちの宗教 では， こ

の こと， いやそれ以上 の ことが説かれ

てい るのであ る。

男性 は家庭 の頭 であ る。 「説服 と堅

忍 と，柔和 と温情 と，偽 らざる愛 とに

よ って」諸事 を管理 し，運営 しなけれ

ばな らない。 （教義 と聖約 １２１：４１，

４２）

女性 は家庭 の心 である。 「主 なる神

は言 われ た， 「人が一人で いるのは良

くない。彼 のために，ふ さわ しい助 け

手 を造 ろ う。」」 （創世 ２ ：１８）

「ふ た りの者 は一体 となるべ きで あ

る。」（マル コ１０：８）

主 の気高 い僕 のひと りで あった Ｊ ・

ルーベン ・クラー ク ・ジュニア副管長

は，女性 の役割を永遠 の観点か ら次 の

よ うに定義 している。 これ はイヴにつ

いて話 している ことだが，すべ ての女

性へ の語 りかけである。

「このよ うに して
，神権 の使命 を果

たす アダ ムの助 け手， イヴが来 たので

あ った。 イヴは世界 の創造 の中 で，最

後 に創造 された者 であ った。 ……アダ

ムは， イヴを与 え られ て，清 らか な，

輝 くよ うな， そ して聖 く美 しい彼女を

彼女 のために手入 れを し，守 ってきた

園に連 れて行 った。 そ こは，彼が築 い

た新婦 の家 であ り， その当時か ら現在

に至 るまで，地上 における天 国の象徴

とな ってい る庭 である。ふ た りはそ こ

で，地上 の生活 を開始 し， 最 終 的 に

は，肉の幕屋 が与 え られ るのを待 って

い る無数 の霊 に，救 い と昇栄 の機会 を

もた らすのであ った。

そ して・イヴは，神 のみ こころ と偉大

な計画 が実 を結ぶ よ う，体 の創造者 と

な るのであ った。

これが彼女 の召 しであった。

この 日か ら，真 の女性 の最 も大 いな

る栄光は，母親 となる ことになった。

母親 になる とい うことは，何 という

奇跡 であろうか。母規 の能力 は今や ほ

とん ど無限で ある。母親 は，人 に知 ら

れている中で も最 も複雑 な構造物を胎

内で形づ くる。

これが妻の， また母親の務めであ り

機会 である。 もし，母親が この通 りに

できなけれ ば，神 の偉大 な計画 は失敗

に帰 し，神の 目的は無 に帰 して しま う。

… これは決 して変 わってはな らない
。

しか し，子供 が この試 しの世界 に生

まれて きて も，母親 としての完全 な栄

光 はまだ達成 されない。 …・・母 親 ぱ，

子供 に食 べ させ るだけでな く，着物 を

着せなければな らない。母親 は昼 の間

世話 を し，夜 の間 も見守 らなけれ ばな

らない。 ……母親 は，子供がひ とりで

歩 け るよ うになるまで， よちよち歩 く

のを優 しく助 ける。 ……

このよ うに して，子供た ちが独 り立

ちで きるまで，母親 は， 自分で築 いた

地上 の家庭 に迎 える霊 を導 き，励 ま し

教 え，必要 に応 じて命 じ，昇栄へ の道
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を前進させるのである。神が人にその

目的地を与えるのであるが，その道に

沿って導いていくのは，母親である。

これ らの霊がすべての者の父のみも

とにもどって行 くとき，ふさわ しい母

はそこにいて，ふさわしい子供たちを

迎える。……」（「不死不滅 と永遠の生

命」第 ２巻 Ｐ．２８－３３）

妻 と母親は，男性のなし得ないこと

をなす。男性はこのような素晴 らしい

驚 くべき働きをする母親の前に，愛と

畏敬の念をもって頭を垂れるのである。

母親 としての崇高な役割に就いてい

ながら，堕胎 とそれに付随する悪を許

し，神が女性に与えた役割を放棄する

ことを公言する最近の傾向と， この考

え方を対比 しなさい。末日聖徒 イエス・

キ リス ト教会が主張 し，教 えている，

永遠の計画に基づ く女性の役割や立場

以上のものを考え出すご’とは容易では

ない。これは神から出たものであるの

で，充分にこのことに注意を払 うよう

お勧めする。

両親としての責任を顧みないことが

あって良いはずはな く，また保育所や

学校，ま して教会へ両親の責任を転嫁

することはできない。家族に対する責

任は神の命令による。両親はこの命令

に背 くとき，永遠の救いを捨てること

になる。

両親と子供のこのように意義ある神

聖な関係か らのみ，永遠の喜びが増 し

目的が，達成されるのである。ハロル

ド・Ｂ ・リー大管長は， 「いつでも教
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会のために果たせる最 も大切な仕事は

各自の家庭の中にこそある」 と言われ

た。

神は，シナイ山で律法をお与えにな

ったあの大いなる日に，子供に対 して

こう言われた。 「あなたの父 と母を敬

え。 これは，あなたの神，主が賜わる

地で，あなたが，長 く生きるためであ

る。」（出エジプ ト２０：１２）

祭壇にひざまずき，天幕にいる家族

のことを心にかけなが ら，イサクは，

ほとんどの時間を自分が掘 った井戸を

見守 ることに費やした。イサクの羊の

群れは，その井戸水で養われたからで

ある。イサクが水 と土地 と， 自然に生

える草にただ頼 っていた時代の労働 と

今 日の労働 との間には，何の格差 も存

在 しない。

次のような啓示が今 日与えられてい

る。 「およそ己れの家族を扶養せざる

べか らざ る男子には， ことごとく彼を

して扶養せ しむべ し。」（教義と聖約７５

：２８）

この世の初めに主は，「顔に汗 してパ

ンを食べ」るようにお命 じになった。

末日聖徒イエス ・キ リス ト教会は，

１８３０年に回復されて以来，教会員を治

める原則として，倹約と労働を奨励 し

てきた。

今日主が融 しく非難 されるもので，

怠惰以上 に悪いものはない。

「汝怠惰なることなかれ。およそ怠

惰なる者は働 く者のパンを食すること

もなく，またその衣服 も着るべか らざ

れば．な り。』（教義 と聖約４２：４２）

「……およそ怠 る者 は主 の前 に憶 え

らるべければな り。 ……」、（教義 と聖

約６８：３０）

「……怠惰 なる者 は悔 い改 めて行 な

いを改 む るにあ らざれ ば，教会 の中 に

て地位 を与 え らる ることな し。」（教義

と聖 約７５：２９）

私 が話 した ３つの うちのふたつの要

素 （祭壇，天幕） と調和 を とって職業

を選 ぶよ うに しよ う。正 しい一 日の報

酬 に対 して， 正直 に働 くよ うに しよ う

ではないか。農場 や商店 や事務所 の仕

事それ 自体 が 目的 ではな く，崇高 な 目

的を果すための手段 であ ることを知 ろ

う。

イ サ クの時代 か ら，物事 の本質 はほ

とん ど変 わ っていない。 アブ ラハム，

イサ ク， ヤコブの神 がま さに生 きてお

られ，家族 として果 たすべ き同 じ役割

が あり，同 じように働 く必要 があ るの

で ある。

祭壇，天幕 ，井 戸， これは人生 に と

って欠 くことので きない ものであ る。

神か らの啓示 による御言葉 と して この

３要素を正 しく評 価す る時，私 た ちに

とって それ は素晴 らしいチ ャレンジ と

な り，達成が得 られ るので ある。

天父 なる神 よ，私 た ち子供 らが，以

上 の ことが永遠で あることを悟 り，そ

れ に従 って振舞 うことがで きるよう助

け給 え。 イエス ・キ リス トの御名に よ

って願 いたて まつ る。 アーメン。
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